















本研 究所のテーマは、「自然 と人 との共生」です。
わた した ちの暮 ら しは、この世界の中で、地球圏で行われ るのであ る以上、
環境 に、地球 に何 らか の変化 や影響 を与 えず にはい られないで し ょう。 しか
し、 この変化や影響が他 の生物や物 質 と一つの鎖 となってつなが り、大 きな
輪 をつ くる場 合 と、もどって こられない ところまで行 って しま う場合 とで は、
わた した ちに とって も環境 に とって も全 く意味す る ものが違 うのです。前者
は、暮 ら しであ り 「い のち」 の活動 ですが 、後者 は 「破壊」以外 の何者 で も
あ りません。で は、 この二 つ を分 かつ もの は何 なので しょうか。これは、人
類 の永遠のテーマ だと思 い ます。 とともに、現代 社会 に生 きるわた した ちに
とって は、緊急 な課題 なのです。
本研 究所 で は、 「研 究」 「教育」 「情報」 「交流 」 とい う4つ の機能 を通 じ
て、 このテーマの実現 を図 るこ ととしてい ます。
「自然 と人 との共生」 とは どの ようなこ となのか を探 り、それに対す る科
学 的根拠 を追究す るのが、研究機 能の役 目です。地球 的で あ りなが ら、か つ
地域 的で もあ る研 究の成果 を踏 まえ、環境問題 の原因 ・結果 ・対策 な どを知
って も らうこ とが、教育機能 の役割 であ り、 さらに環境 について 自ら学習 し
たい方 、行動 したい方 に対 し、県 内及 び国 内外 の環境情報 を提供す る ことに
よって支援す るこ とが 、情報機能 の役割 といえるで しょう。交流機 能は、研
究者 と研 究者、学習者や実践者 となった県民 と研 究者 、県民 と県民 の間 とい
った様 々な関係 を結 びつ ける ものであ り、片方 向で な く相互交流 を含 めた も
の となるこ とが期待 されます。 また、県内 だけでな く国内外 を問わず、交流
が広が ってい くこ と、環境首都 や まな しを目指 して多 くの 方々が訪 れて くれ
る ようになるこ とを願 ってやみ ませ ん。
さて、発足 以来2年 が経つ本研究所 ですが、息の長 い地 道 な努 力が必要 と
される基礎的研究 は もとよ り、環境教育や情報提供、交流事業 も、 これ らを
通 じた わた したちの生 活 の再検 討、見直 しとい うと ころ までい くためには、
あ る程 度の期 間が必要 にな る と思わ れます。 この2年 でホ ップ、ス テ ップを
踏 み、3年 目となる平成11年度 はジ ャンプ を目指 して一層 の努力が必要 とな
るで しょう。 この年報 は、そのための総括 であ り記録 です 。昨 年度 に引 き続
きま して、皆様方 に御 高覧 いただ き、御批判御 叱正 をち ょうだいで きれば、
喜 び これに過 ぎる もの はあ りませ ん。
平成11年8月
山梨県環境科学研究所
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ネ ッ トワ ー ク

















5-1公 開 セ ミナー ・シ ンポ ジ ウム







自然 は、私 た ちの生 活や行動 に よって汚れ た
空気 や水 を きれいに した り、気候 を緩和 す る と
ともに、私 たちの心 にうるおい ややす ら ぎを与
えて くれる。
今 日の環境 問題 を解 決 し、快適 な生活 を送 る
ため には、 こう した 自然 の恵み を十 分 に受 ける
ことが で きる地域 づ くりを進め る とと もに、私
たち 自身、環境 に負荷 をかけ ない生 活 に心が け、
自然 と人の生活 とが調和 した県土 を築いてい く
ことが不可欠であ る。
環境科学研究所 は、本県 の将来 を見据 え、予
見 的 ・予防的な視 点 に立 った環境行 政の展開 を
支援 す る ことを基本 姿 勢 として、 「研 究」、 「教
育」、 「情報」、 「交流」 の 各機能 を通 じて、 こう
した県土の実現 を支援 す る。
りが環境へ の関心 を高 め、 日々の生活が環境 に







県民 や国内外 の研 究者 が、環境 をテーマ とし
て交流 す る場や機会 を提 供す るこ とによ り、環
境保全活動 や研究活動 の活発 な展 開やネ ッ トワ









山梨 の 将来 を見 据 え、 「自然 と人 との 共生 」
をテーマ とした研 究 を進 める ことによ り、地域
の 自然 と人の生 活 とが調和 し、 自然 が持つ浄化
能力が十分発 揮で きる地域づ くりを支援す る。
教育
子供 か ら大 人 まで 、幅広 い県民 に環境学習 の














































































































・ネ ッ トワー ク管 理 委員 会
・毒 物 ・劇 物 及 び 特 別 管 理 産 彙




























































































































































































































温 室 鉄骨造り地上1階 lOL286m
合 計 6,402.292m'














































ドラ フ トチ ャ ンバ ー






















サ ー モ ビュ ア ー
5
2研 究活動
研究の種類 うとい う研 究 を進めてい る。
プ ロ ジ ェク ト研 究
中長 期 的な視点 か ら研究所 と して取 り組 む戦
略 的 な研 究で、所員が プロジ ェク トチ ーム を組
み 、 国内外 の研 究機 関 と も連携 しなが ら3～5






山梨県 の森 林、草原 、湖沼 な どの 自然生態 系
にお ける植物 の分布や生態 を明 らかにす る研 究
室であ る。 これ を基本 と して、植物へ の地 球環
境 変化の影響 を予測す るためのプロ ジェ ク ト研
究や基盤研究 を行 う。具体的 なテーマ と して は、
(1)富士 山の植物 の分布 の現状把握 と温暖 化 の
影響 、(2)富士 山北 麓の植 生遷 移 メカニ ズ ムの
解 明、(3)山梨県 の森林生 態系 の炭素収支 モ ニ



















人 間の一生 を遥 かに超 え る時間の オー ダーで
地 球 は変化 し、その姿 を変 えて きた。 この現象
は、地球 表層部 の岩石圏 と大 気圏 の境 界面 にお
け る風化 ・侵 食 を初め とす る物質循環 シス テム
の 中で行 われて きた ものであ る。 この シス テム
に規 制 され、 ヒ トを含 む生物 が育 まれ て きた。
い いか えれば、その時その時 の地球表 層部 の岩
石 ・地層 等 の状況が水 を媒体 に して生 物類 に影
響 を与 えて きた、 とい うこ とである。 この物 質
循環 シス テム を過去か ら現在 までにつ き明 らか















プ ロジェク ト研究 「快 適な環 境づ く りに必 要
な基準 について の研 究」 を中心 に据 え、その他
二つ のプ ロジェク ト研究 に関す る研 究 、お よび
将来 プロジ ェク ト研究 に発展 させ るこ とを 目指
した基盤研 究 を行 って いる。脳 科学 、生理 学、
心理学 な どの手法 を総合 的に用 い て、快適 な環
境 を心 と身体 の両面 か ら評 価す る"も の さ し"
を作 ることをプ ロジェク ト研究 の第一 目標 と し
てい る。 また、 ヒ トが どの ように環境 に適応 し
てい くか(環 境適応 の メカニズム)に つ いて も、
並行 して研 究 を行 って いる。
生気象学研 究室
生気象学 とは気象 の変化が人 をも含め た生 き
物 にいかなる影響 を与 えるか を研究 す る学問 で
ある。3人の ス タ ッフで研 究 を進 め てい る。基
盤研究 は 「脳 はいか に して私 たちの基礎 体温 を
365℃に管理 してい るのか」 で あ り、 ここか ら
得 られる基礎知識 が プロジェ ク ト研 究の 「高体
温が体 の免疫機 能に与 える影響」 の結果 を解釈
す るため に役立 つ。
人類生態学研究室
人々は、 自 らを取 り囲 む環境 を変 化 させて い
くとともに、その環境 に強 く制 限 されて生活 し
て いる。地域 の環境が 、住民の ラ イフス タイル
の変化 とともに どの ように変化す るか、そ して、
生活環境の変化 とラ イフス タイルの変化 が相互
に関連 しなが ら地域住 民 の生活や健康 に どの よ
うな影響 をお よぼす か について 、個 々の地域の
特 性の違い を考慮 に入れ たフ ィール ド調査 を実
施す ることによって明 らか にす る。 さらに、地
域 住民が快適 で健康 な生活 をお くるための地域
環境 の整備 の方法 をさぐる研究 を進 める。
地域環境政策研究部
環境計 画学研 究室
山梨県 の 自然 環境 を人工衛 星 リモー トセ ンシ
ング技 術 を用 いて モ ニ タリ ングす る手 法 の開
発、特 に、植生 指数や土地被 覆分類手法 の開発
を行 う。 また、過去 に取得 された衛星 デー タと
現在の デー タを比較す る手法 の開発 を行い、 こ
の地域 の 自然環境 の変化 と社 会 ・経済的 な活動
との 間の 関連 を明 らか にす る。 さらに、地理情
報 システ ム(GIS)を用 いた地域 環境評価 シス
テム を確立 し、地域 的 な持続 的発 展の ための環

































富士 山は山梨 県のみな らず 日本の シンボルで
あ り、 その周辺 に見 られ る豊か な 自然 は世界 に
誇 る貴重 な財 産であ る。 この貴重 な富士 山の 自
然 を後 世 に伝 えてい くため には、今 後の適切 な
保 全 のあ り方 を決定す るための科学 的知見が必
要で あ る。必 要 とされ る知見 としては、富士 山
の 自然特性 の現状 と しくみ を明 らか に してい く
と ともに、地球 レベ ルの環境変化 、地域 の人間
活動 に よる影響 を把握 し、将来 的 な変化 を予 測
す る ことが 重 要で ある。 この よ うな観 点 か ら、
本 プ ロジェ ク トは富士 山お よびその周辺 の 自然
(土壌 ・地 質、水 、植物 ・動物)の 特性 に関 し
て現状 を把握 し、将来 を予測す る ことを 目的 と
して行 う。 また 、今後の富士 山周辺 の 自然 を保
全 して い くため に必要 な知見 を提供 し、本県 の
富 士 山保全 対策や施策 を支援 してい くことを目
指 す。
本 プ ロジェク トで は上記 の 目的 のため に、五
つ のサ ブテ ーマ を掲 げて研 究 を進 めている。以
8
下に、その具体的内容 について概 説す る。
(1)リ モ ー トセ ンシ ングに よる 自然 環境 モニ
タリング
富士 山周辺 の 自然特性 を総合 的に理 解す るた
めには、LANDSATやSPOTなどの衛星 デー タを
使 って植生 や土 地利 用等 に関す る現状 を解析 ・
ビジュアル化 す るこ とが有効 な手段 となる。そ
こで、本研究 で は、時期 の異 なる富士 山周辺 の
衛星 デー タを収 集 し、過去か ら現在 までの 自然
特性 の変化 の把 握 や将来 の予測 を可能 にす る手
法 を開発す る。 さらに、航 空写真や航 空機MSS
画像 を用 いた環 境モ ニ タリングシステムの 開発
も行 う。
(2)植 生分 布 の現状 とそ の将 来 に対 す る温暖
化の影響解明
現在 、地球規 模 の環境変化 、 と くに二酸 化炭
素 な どの温暖化 ガスの増加 に伴 う地球 温暖 化が
進 んでお り、 それ らが植生 に様 々な影響 を与 え
るので はないか と危惧 されてい る。本研 究 で は、
植物 の多様性 や分布 を調査 して植 生の現状 を把
握 し、温 暖化 に対 して植生が どの ように変化す
るの か を明 らかにす る。 具体 的には、精査 地域
として環 境変化 に敏感 な森林 限界付 近 の植 生 と
貴重 な原 生林 で あ る青木 ヶ原樹 海 を取 り上 げ 、
温暖化 による森林 限界の上昇 や青 木 ヶ原 の植物
相 の変化の可能性 について予 測す る。 これ らの
研究 を詳 細かつ高 い レベルで行 うため に、青 木
ヶ原樹海 内 には高 さ 且8mのタワー を建 設 し活 用
している。
(3)動物群集 に関する研究
富 士 山 は我 が 国一 の標 高 を誇 り、 そ の結 果 、
実 に多様 な自然 環境 を有 してい るが、 近年観 光
地 、 リゾー ト地 として 開発が進み、 自然環境 お
よび、そ こに生 息す る動物相 に大 きな変化 が生
じて きて いる と言 われ てい る。そ こで 本研 究 に
おいて は、現 在の富士 山周辺 に見 られ る様 々 な
状態 の 自然環境 下での 、動物相の実態 が どの よ
うになってい るか を捉 え、 自然環境の 変化 が動
物相 に どの ような影響 を もた らしてい るの か を
調査 す る。 また、 その成果 を基盤 として、 今後
の富士 山周辺 の生物多様性保全 の在 り方や 環境
に配 慮 した 開発 等 の在 り方 につ い て考 察 を行
う。
(4>自然水(特 に地下水)の 質的特性 の把握
富 士 山は浸 透性 の高 い地 質に よって形成 され
てい る。従 って、富士 山麓 に降った雨水 の多 く
は地下 に浸透 して長い年 月を掛 けて土壌 ・地層
中で ろ過 され るため、 良質 な地 下水 あるいは湧
水 とな る。 これ らの水 は、忍野八 海 などの観 光
資 源 となる と共 に、地域住民 の飲料 水 として も
活用 されている。 さ らに、近年 は良質 な ミネ ラ
ル ウ ォー ター と して新 たな産業 資源 に もなって
い る。従 って、富 士山の水 の質 と量 を良好 に保
つ ことは重要 であ る。本研究 では、 自然環境 の
変化や 人為 的活動 が どの様 に水 質 に影響 してい
るか を把 握す るため に、富士 山周辺 の地下水 ・
湧水 の水 質 を分析 して いる。
(5)地質 ・土壌 の特性の把握
富士山 を知 る上 で最 も基本 となる富士 山形 成
史の解明 を主 目的 とす る。従 来の研究 成果 を踏
まえ、岩石 ・火 山灰 等の分布状況や 火山活動 の
変遷 を明 らかにする。その ために現 地で詳細 な
調査 を行 う。 その上で試料 を採取 し、物理 的 ・






































(1)リ モ ー トセ ンシ ングによる 自然 環境 モ ニ
タリ ング
平成9年 度 に収 集 した衛 星デ ー タを用 いて 山
梨県全 域 お よび富士北麓地域 の植生指 数図 と土
地被覆 図 を作成 した。 また、異 な った時期 のデ
ー タを比較す るための アルゴ リズム と地理補 正
に関す る検討 お よび標高デー タ(DEM)に よる
山梨県 全域お よび富士 北麓地域 の3次 元 表示 を
行 い地球温暖化 に よる森林(植 生)限 界 の移動
を把握 す る手法 につ いて検討 を行 った。さらに、
長期 的 な環境変化 を明 らか にす るため、1972年
のLANDSAT/MSSデー タの収集 を行 った。
(2)植 生 分布 の現状 とそ の将 来 に対 す る温 暖
化 の影響解 明
富 士 山五合 目樹木 限界付 近(標高約2400m)の
ス コ リア荒原 に20mx20mの方形枠 を設置 し、
出現 す るすべ ての植物 の種類 、出現位 置、サ イ
ズ を測定 した。 その結 果 、草本5種 と木 本4種
の9種 で計923個体 が確認 され た。確認 され た
種 とそれぞれの個体数Oは 、草本種:イ ワツ
メ クサ(209)オン タデ(289)、ミヤマ オ トコ
ヨモ ギ(25)、フ ジハ タザ オ(157)、コメスス
キ(1)で あ り木本種:ミ ネヤナ ギ(62)、カラ
マ ツ(108)、ダケカ ンバ(64)、ミヤ マハ ンノ
キ(8)で あ った。そ れぞれ の種 の分布 を解析
す る と、 ミネヤナギ、 オ ンタデは ラ ンダム分布
に近 かったが 、他 の種 は集 中分布 であ った。 カ
ラマ ツ、 ダケカ ンバ、 フジハ タザ オは、有 意 に
ミネヤナギのパ ッチ内に多 く、ス コ リア荒原の
種 の分布 に ミネヤナギが重要 な役割 を持 つ こ と
が明 らか になった。 また、森 林限界 を構 成す る
木 本植 物 の うち ミヤマハ ンノキは8個 体 と少 な
く、 また ナナ カマ ドとバ クサ ンシ ャクナゲ は1
個体 も見 られなか った。以上の こ とか ら考 える
と、樹 木 限界 の林の拡大 を考 える場合 、 カラマ
ッ とダケカ ンバの分布 には ミネヤ ナギの存在が
重要 であ る こと、 ミヤマハ ンノキは直接 ス コリ
ア上 に定着 す るこ と、 ナナカマ ドやバ クサ ンシ
ャ クナゲ は林 が成立 してか ら侵入 す るこ とが予
想 され た。以上、 スコ リア荒原上 での植物 の分
布が 明 らか になった。今後 、 このデ ー タを元 に
io
温暖化 が生 じた ときの植物 の分布の変化 を予想
してい く。 また、年 をおいて同 じ場所 を調 査す
る ことでそれ ぞれの種 の分布 の変化 を明 らか に
してい く予定 であ る。
青 木 ヶ原 は山梨 県が誇 る自然で 、他 に類 の無
い ヒ ノキ とッガが優 占す る林 が広が ってい る 。
この貴重 な青 木 ヶ原の 自然であ るが、 その生 態
学 的な特性 は ほ とんど分か っていない。そ こで 、
青木 ヶ原 の植物 の生態学的 な特性 を明 らか にす
るため タワー を建設 し、調査 を行 ってい る。 青
木 ヶ原 を構成 す る もっと も主 要な2種 、 ヒ ノキ
とッガは常緑 の針葉樹 である。一般 に、冬 は動
物 だ けで な く植 物 に とって も厳 しい期 間 で あ
る。青木 ヶ原 が含 まれるブナ帯 の植物 の多 くは
落葉広葉樹 であ り、冬 の間葉 を落 と し、生理 活
性 を下 げい わば冬 眠の ような形で 耐 えて い る。
ところが 、 ヒノキ とッガは常緑樹 であ る ことか
ら冬季 に光合成 を行 う可能性 がある。 しか しな
が ら、 これ らの種 の冬季 の光合成 を野外 で測定
した例 は ない。 そ こで、 タワーの高 さ14m地点
で ヒノキ とツガの冬 の光合成速度の 日変化 を測
定 した。そ の結果 、 ヒノキ、 ッガと もに晴れ た
日よ りも光条件が悪 い曇 りの 日の方が光 合成 を
行 うの に適 してい るこ とが分か った。晴 れ た 日
の光合成の制 限要因 は、低温条件下 で強い光 を
受 け光 合成 系が ダメー ジを受 け たこ と、一 方 、
曇 りの 日は光 が主要 な光合成の制限要 因で あ る
ことが分 か った。今後 は、季節 を通 した光 合成
の制限要因 を明 らに して く予定である。
(3)動物群 集に関す る研究
昆虫 の蝶 類 を用 いた現在 までの調査 で 、次 の
ような事実 が明 白になって きている。先 ず、富
士 山北 麓 の森 林 地帯 で蝶 の種 類 数 が 多 い環 境
は 、人 に よる撹乱が あ ま り生 じない、 オー プ ン
ス ペー スの適 度 に有 る(明 るい)、林縁 植生 の
発達 した森 林で ある こと。逆 に、人 に よる環境
へ の働 きか け(例 えば、道 路の舗装化や植 生へ
の消毒 、草刈等 の頻 繁 な行 為)の 激 しい場 所 や
樹 木が 連続 して閉鎖的 な(暗 い)森 林 は、蝶 の
種 類数 は少 ない ことが解 って きた。一方 、 人工
植 林であ って も広葉樹か ら成 る林 は、蝶 の種 類
数 が多い ことも判明 した。 これ らの事象 の生 じ
る メ カニズム としては、撹 乱のあ ま り生 じない、
明 るい空間 を伴 った森林 は、林縁部 にソデ ・マ
ン ト群落が発達 し、蝶 類 の食草 や吸 蜜植物が種
類 ・個体数 共に豊 富であ り、その事 が蝶 の種 多
様 性 を維持 してい ると考 え られ た。少 な くとも
蝶 に関す る限 りは、多 くの蝶 の幼 虫が利用 して
い る草本植物 を交 えたよ うな森林 が多様 性維持
のため には必 要であ り、 た とえ人手 があ ま り入
らない原生 的な森林であ って も、単 一 な森林景
観 だけか ら成る環境で は、蝶類 の高い種多様性
は望め ない こ とが考 え られ た。
また、中型 哺乳類 の調査 では、北 麓の様 々な
環境 でキツネ、テ ン、 イ タチ、 タヌキ等 の生息
を確認 する事が 出来 た。特 にキ ツネ とテ ンは他
の2種 に比較 し、高密度 で生息 して お り、広 い
垂 直分布 を示す 事が判明 した。 ロー ド ・キル調
査 の結果 では、事故 の生 じた地域 に偏 りの見 ら
れる事 や、特定 の種類が特定 の場所 で事故 にあ
ってい る傾 向があ るこ とが解 って きた。各種 の
種 問 関係や 自然環境 との 関係 の よ り深い解析 に
つい ては今 後の調査 で明 白に してい く予定 であ
る。
(4)自然水(特 に地下水)の 質的特性 の把握
富士北 麓(研 究所周辺4地 点)、南東部(御 殿
場付 近:太 郎坊)、南 西部(白 糸 の滝)、北西 部
(国道139号線 沿い:朝 霧高原)の 地下水 を採水
し、ICP一質量分析計 によるバ ナジ ウム(元 素記
号:V)濃 度 とその化学形 、及 びイオ ンクロマ
トグ ラフ ィー による各種 イ オ ン(硝 酸 イオ ン、
亜硝酸 イオ ン、硫酸 イオ ン、塩 化物 イオ ン、 フ
ッ素 イオン)の 分析 を行 った。
いずれの採水 場所 で も、バナ ジウム濃度 は数
十ppbと他 の地域 よ り高 く、富 士 山由来 と考 え
られ る地下水 にはバ ナジ ウムが多 く含 まれ るこ
とが再確認 で きた。
バ ナジウムの化学形 は地下の酸化還元状態 で
変 化す る可能性 があ る他 、飲用 に供 した場合 に
腸 管 での吸収率 が化 学形 によ って異 な るため 、
地 下水 中バ ナ ジウムの化学 形 の測定 を行 っ た。
1999年春 の測定 で は、いず れの採水 場所 で も、
ほ とん どの バナ ジ ウムが+5価の イオ ン(VO3一)
であ り、+4価の イオ ン(VO2うは ほとん ど検 出
されなかった。
硝酸 イ オ ン濃 度 は白糸の滝 で9,2ppmと最 も
高 く、続 い て太郎 防の5.9ppmであ った。富士
北麓地域 では、3地点でlppm以下 、1地点が2.1
ppmとお しなべて低か った。
白糸の滝 で は、硫酸 イオ ン濃度(9.4ppm)、
塩化物 イオ ン濃度(4.9ppm>共に、7ヵ所 の採
水場所 の 中で最 も高 か った(富 士 北麓地域 の硫
酸 イオ ン濃度 は、L6～2.9ppm、塩化 物 イオン
濃度 は0.5～0.9ppm)D
富士 北麓地域 の採水場 所で はいずれ も、上流
側(富 士 山側)に はほ とん ど農地 や宅地等が な
いの に対 し、 白糸の滝で は上流側 に多 くの施設
があ る。水質 は地質 な ど自然条件 に左右 され る
他、人為的活動 の影 響 も受 ける。測定時期や採
水場所 の僅か な違 い によって も水質 は変動す る
可能性 が あるため、現時点で は確定 的 なことは
言 えないが 、富士 山由来の湧水 ・地下 水の一部
には人為的活動 の影 響が現れ ているのか も しれ
ない。
(5)地質 ・土壌 の特性 の把握
富士火 山の典 型的岩石 につ き化 学特 性 を明 ら
か に した。 さ らに、富 士 山周 辺 の湧水 、湖水、
河川水の化学分析 を試み た結果 、バナ ジウム等
の元素 につ き富 士火山の化学 的性 質が これ らの
自然水 に反映 されてい るこ とが わか った。
なお 、富士五 湖湖 底堆積物 のボー リングコア
に挟在す る火 山噴 出物 には、 その岩相 か ら起源
を富士 山 に求 め られ る ものが多 数認 め られ る。
この ような湖底堆積 物 として確認 され る富士 山
の噴 出物 の年代 や地球科学的特性 な ど富士山の












過 去 の環境変遷 を長期 間にわた って詳細 に記
録 してい る ものを探 り出 し、そ こか ら過去 の環
境 変遷 を正確 に復元 し、復元 され た過去 の記録
に基づ き、将 来の 自然環境 を予測す る こ とは重
要で あ る。 このための研 究 には湖沼 の堆積 物が
有 効 であ る。
富 士 五 湖 は富 士 山の 活動 の 過程 で形 成 され
た。 従 って、各湖底 には形成 時か ら今 日 まで 、
下位 か ら上位 に向か って富士 山お よび富士五 湖
周辺 の 自然環境の変遷が連続 して堆積 物 に記録
され て きている。 しか し従来 、 これ ら堆積 物の
厚 さは もとより、体積(量)も わか っていない。
勿 論 、湖底堆積物 につ き、その基底 よ り上 位 に





















































本県で は、水 道の水源 を地下水 に依存す る割
合が高 い。 また、飲料水 の水 質は、それ を飲 用
す る人 々の健康 に直接 ・間接 に影響 を与 え る可
能性が ある。そのた め、 地下水 の質 と量 を良好
に保つ ことは、本県 に とって重 要 な課題 の一 つ
であ る。本 プロジェ ク ト研 究で は、本県 の水 環
境 、特 に地下水 の質 と量 を良好 に保 つ ための基
礎 資料 を得 るため に、地 下水 の質 と量 の現状 を
よ り詳細 に把握 す る と共 に、水 質 と健康 との関
連 について も明 らか にす ることを 目的 と してい
る。
本年度は以下 の調査 ・研究 を行 った。
(1)9年度に引 き続 き大気水 質保 全課の行 って
い る地下水 モニ タリング事 業(衛 生監視指 導セ
ンター及び各保 健所 が参画)の 協力 を得 て、県
内約70カ所の井戸か ら採水 を行 い、ICP一質量分
析計等 による水 質分析 を行 った。
(2)昨 年度の研 究成 果 の一部 と して、富士 北
麓地域 の地下水 では微量 元素バ ナジ ウムが比較
的高濃度で あるこ とが確 認で きたため、富士北
麓地域 の井戸約100カ所 につい て県 薬剤 師会環
境 衛生検査 セ ンターの協 力 を得 て試料採 取 を行
い、北麓地域地下水 中バ ナジウム濃度分 布 の詳
細 な調査 を行 った。
(3)比 較的高 濃度 に地下 水 に含 まれ るバ ナジ
ウムが実験動物 に何 らかの影響 を与 え るか否か
を明 らか にす るため、バ ナジウム を比較 的多 く
含 む地下水 お よび地 下水 と同程度 にバナ ジウム
化合物 を含 む水 を実験 動物 に飲料水 と して長期
間与 え、その影響 の有無 を検討 した。
(4)本県 の地 下水調 査 に関 しては、過去 にか
な りの事 業が行 われてい るため、 山梨大学工学
部 と共 同で、 これ らの資料の再評価 を行 った。
研 究成果
(1)県内地下水 の水 質測定
分析項 目は、ICP一質量 分析 計 に よる各種 の微
量元素、 イオ ンクロマ トグ ラフ ィー に よる各種
陰 イオ ン(硝 酸 イオ ン、亜硝酸 イ オ ン、塩 素 イ
オン、フ ッ素 イオ ン、硫酸 イオ ン、燐酸 イオ ン)、
全有機 炭素(TOC)、珪酸 、 ア ンモニ ア性窒素
と した。 採 水 は、 約70ヵ所 の 井 戸 につ い て、
1998年8月と1999年1月の2回行 った。
昨年 とほぼ同様 に、富士北 麓地域 のバナ ジウ
ム、韮崎地方 のル ビジウム、甲府盆地 の ウラン、
甲府 盆地東 部 の タ ングス テ ン濃度 が それぞ れ、
他の地域 と比較 して高い ことが確 認 された。セ
シウムについては 、甲府盆地北部 か ら韮崎地方
にか けて相対的 に高 い傾 向が認め られ た。
(2)富 士北 麓地 域地 下水 中バ ナ ジウムの詳細
な濃度分布
富士北 麓地域 お よび道志地域 の深井戸 を中心
と した113カ所(一 部表流水 及 び湧水 が含 まれ
る)の 水 につ いて1998年5月に採 水 された試料
水 中バナ ジウム濃度測定 をICP一質量分析計 によ
って行 った。
バ ナジ ウム濃度 は、最 低0,8ppb、最 高106ppb
と採水場所 に よって大 きく変動 した(図D。 地
図上 に採 水ポ イ ン トとバナ ジウム濃度 をプ ロッ
トした ところ、富士 山の溶岩が到達 してい ると
考 え られ る富士五湖南岸 で は、お しなべ てバ ナ
ジウム濃 度が高 く、富士五湖 北岸の御 坂山系 由
来 と考 え られ る地 下 水 の場 合 は濃 度が 低 か っ
た。 また、平野地域 は山中湖 北岸ではあ るが地
下水 中の濃度 は比較 的高 か った。道志地方 の湧
水 中バナジ ウム濃度 は、いず れ も低 かった。
以 上の結果 は、富士 山の地下水 ・湧水 中に含
まれる比 較的高濃度 のバナ ジウムは富 士山 の溶
岩 に含 まれ るバ ナ ジウム由来であ る という これ
までの報告 を指 示す ると考 え られる。
(3)バ ナ ジ ウム を比 較 的高濃度 に含 む地 下水
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の実験動物 に対す る影響
約100ppbのバ ナジウム を含 む本研 究所の地下
水、100ppbのバ ナジ ウムを含 むメ タバナ ジ ン酸
ナ トリウム または硫酸 バナ ジル溶液 を飲料 水 と
して雌雄 のICRマウス に与 えて 自由 に摂取 させ
て、約1年 間飼育 した(対 象マ ウス には蒸 留水
を与 えた)。飲料水 はいず れ も、投与 す る前 に
0.45ミクロ ンの メンブ レンフィルターで濾過 滅
菌 した。
約1年 間飼育 したが、 いずれ の群 とも体 重 の
増加 、臓 器重量 、血漿の生化 学的検査値(Gσr、
GPT、血 糖 値 、BUN、尿 酸 、 総 コ レス テ ロー
ル、 ビ リル ビン)に 異常 は認 め られず 、群 間の
差 も認め られ なか った。
以上 の結果 か らは、少 な くとも正常の マ ウス
で は、飲料水 中の100ppbのバ ナジ ウムは健 康 に
影響 を与 えない と考 え られ た。
(4)過去の地下水 調査事業報告 の再評価
昭和40年以降の県及び国の行 った調査 報告書
等 、約20の報告 書及び資料 を基 に これ までの調
査 の概 要 をまとめた(詳 細 は別途報告 の予 定〉。
資 料再評価 結果 の概略 は以下 の通 りであ る。
1)昭和40年代前 半 に多 くの基礎 調 査が な され
て 以来 、多 くの報告書 があ るが、 ほ とん どの報
告 書 が こ の ときの成 果 を利用 してい る。平 成
5・6年 度 に大 規模 な水 資源 供給 量 調査 が 行 わ
れ、多 くの情報が収集 され ま とめ られ ているが、
地下水の解析 に関す る本格的調査 は昭和40年代
の調査 に基づ いている。
2)こ れ まで の地下水 調査 では、水 質 に関 す る
情報 はほ とん ど対 象外 である。水源 と して地下
水 を利 用す るに当た っては、量のみ な らず質 に
関す る情 報 も重 要である。今後、個 別 に行 われ
ている水質調査 とその資 料 を総合的 に解析 す る
ことも重要 であ る。
3)昭和40年代 に比べ て、河 川の河床高 、状 況 、
土 地利 用 、土地被 覆等の状況 はか な り変化 して
お り、地下水流 線 も変化 して いる可能性 が ある
と思 われ る。地 下水流線の情報は、地 下水水 質
管理 には不 可欠で あるため、 まず は、簡単 な調
査 項 目で ある、井戸の水温、水質 か ら地下 水流
線 を再調査 す る必要性が考 え られ た。 また、 こ
れ らは季節 変動 す るため 、季節単位 での継続 調
査が必 要 であ る と考 え られる。
4)水 質水量 の地 下水 モニ タリング、総 合 的管
理 システムの構築 には、散逸 したデー タを集め 、
新規 デー タも追加 で きる地理情報 と合体 したデ





































人のい となみや大 自然 その もの に起 因す る環
境変化 には様 々 なものがあ り、それ らが互い に、
しか も複雑 にか らみあ って我 々の毎 日の生活 に
影響 を及ぼ している。そ の複雑 さの故 に単一 の
専 門分野の みで これ に対処 し包括 的な対 策や解
決策 を提言す る ことが ます ます 困難 にな って き
てい る。
本県 は東京都 に隣接 す る地理 的条件 な ども一
因 して近年 、開発 や人 口増加 を伴 う都市 化が進
展 している。その結果 、地域住民 の ライフス タ
イルが大 き く変容す ると ともに、浮遊粒 子物質
等 の大気汚染 や水 質汚 濁、 ヒー トアイ ラ ン ド現
象 に よる気温 の上昇 、生活 ス トレスの増 加 な ど
生活環境の悪化が徐 々 に進行 している。本 プロ
ジェ ク トで は、都市化 に伴 う様 々な環境 要因の
変化 を把握 しライ フス タイルの変化 との関連 を
明 らかにす る とともに、個 々の環境 要 因が人 の
健康 に与 える影響 を明 らか にす るため に、相互
に関連 す る領域の研究 を複数の研 究室 に よって
多面 的に実 施す る。 それ らの結果 を、総合的 に
解析す る ことによって、地域 住民 の健康被害 の
発生 を未然 に防止す る対 策 を提言 して、 よ り安
全 で よ り健 康的 な生活 を支援 す る ことを目的 と
する(図)。
研究成果
(1)これ までの研 究経過 の中で、県東部地区、
特 に上野原 町 にお いて、 この数年 間に人口の急
増 に伴 い生 活環境 の変化 が急激 におこってい る
ことが 明 らか となった。 さ らに、地区内での よ
り詳細 な人口分析 の結果 、鉄道 お よび国道沿い
に位置 す る地区 と、周辺 の山 間部 に位置す る地
区 とで は人口変化 、産業 別人 口割合 、年齢別人
口構成 に違 いがみ られた。そ こで 、生 活習慣や
生活環境 の地区 に よる違 い を明確 に し、地域住
民 に生 じてい る問題点 を明 らか にす る調査 を開
始 した。 その第一ス テ ップと して 、生 活習慣 お
よび環境認 識 に関す るア ンケー ト調査 票を作成
す る とともに、予備 的調査 を実施 しその妥当性
につい ての検討 を行 った。 そ の結 果 を もとに、
質問項 目の追加 、一部修 正 を行 い、200項目か




























原 町(保 健 環境課)と の協力 の下 、町民 を対 象
と した本調査 を実施 した。20から70歳までの住
民 の10%に 相 当す る約2,000人をラ ンダム に抽
出 し、 調査 票 を配布 し、984人か ら回答 を得 、
デ ー タ入力 な らび にその チ ェ ック を進 め て い
る。入力 ・チェ ックが完了 した環 境認識 に関す
る一 部 の項 目につ いて解析 を行 った結果 、現在
の 地 域 全体 の環境 に満 足 して い る者 の割 合 は
35.2%であ り、周辺の山間部 に比 較 し鉄道 お よ
び 国道 沿 い に位 置す る地 区で低 い値 で あ った。
環 境 の 要素別 にみる と、美 しさや ゆ と りのあ る
環 境 や高齢者等が安心 して暮 らせ る環境 に対す
る満 足度 が低 か った。 また、数年前 と比較 した
場 合 、衛 生的 な環境や利便性 の高 い環境 は良 く
な った と答 えた者が多か ったの に対 し、 きれい
な 自然 のあ る環境 や公 害の ない生活環境 は悪 く
な っ た と答 えた者 が30%を越 え てい た。 さ ら
に、地 域環境 に求める要素 としては、高齢者等
が安 心 して暮 らせ る環境 、安全 な環 境、公害 の
な い生 活環境 に重点 を置 く者が多 か った。 この
ように地区 による、 また、要素 に よる住民 の環
境認 識 の違いが明 らか となった。
(2)自 然環境の悪化 や生活 ス トレスの増 加 は、
人 に不 安感 や抑欝感 を引 き起 こす 。生活環境 を
工夫 す る こ とで 、不安感や抑響感 を軽減 する可
能性 につい て検討 した。好 みの香 りを吸 入す る
こ とで、長時 間知 的作業 を続 けた場 合の作業 効
率 の低 下 を防 ぐことが で きるこ とを、既 に観察
して いる。 そこで、快適 な香 り環境が 、不 安感
や抑 諺感 に及 ぼす効果 を、県 内在住大学 生 を対
象 と して調査 した。不安感 や抑 諺感 を調べ る調
査 用 紙 と して は、POMS(PsychiatricOutpatient
MoodScale)とSTAI(State-TraitAnxietyInvento1:y)を
用 い た。 まず被験者(香 り有 り群)に 、予め用
意 した香 り物 質の内か ら好 みの もの を選 択 させ
た。 その後、選択 した香 りを吸入 させ 、その前
後 で気 分の変化 を前記 の調査 用紙 を使 うこ とで
自 己評 定 させ た。香 りを吸 入 しない 被験 者 群
(香り無 し群)を 設 定 し、香 り有 り群 と同様 な
時 間経 過 で 、気 分の変動 を調査 した。POMSの
結果 か らは、好みの香 りの吸入 に よって 、抑欝
感 が軽 減す るこ とが わか った。 また、抑欝感 だ
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けで な く、 緊張 感、怒 り、疲労感 な ど も軽減 す
る傾 向が 見 られ た。STAIの結果 か らは 、好 み
の香 りは被験者 の特性不安(気 質的な不安 の感
じやす さ)に は影響 しないが 、状態不安(現 時
点 で感 じてい る不安)を 軽減 する ことが わか っ
た。 これ らの結 果か ら、快適 な香 りは、抑欝感
や不安 を軽 減す る ことが示 された。 一方 、好 み
の香 りの吸入 に よ り心 拍数 が減少 す る こ と も、
既 に観察 してい る。 したがって、快 適 な香 りは
心 と身体 の ス トレス を とも に軽 減す る と言 え
る。環境 ス トレス によ り高 まった抑欝 感 や不 安
感 に、快適 な香 りが どう影響 するか を明 らか に
す る ことが今後 の課題 である。
(3)熱 中症(日 射病 、熱射 病)の 発 生 は気 温
が30～35℃以上 で湿度 が70%を こえた環境 下
で の激 しい スポー ツや長 時間の労働 に起 因す る
こ とが 多い。 スポ ーッ場 面で は若年層 が、労働
場面 で は熟年層 が発 症 し易い。一方、労働 やは
げ しいス ポー ツとは全 く無縁 で はあ るが熱 中症
にか か り易 い年齢 層が あ る。 それ は乳幼 児(0
～4才)と 高齢 者(70才以上)で あ る。1968～
1994年に 日本全 国で発生 した熱 中症 による死亡
例 数(2,312例数)の うち乳幼 児 と高齢 者 のそ
れは全体 の ほぼ半数(49%)に 達 する。 これは
高齢 者 グルー プで の死亡例数が圧倒 的 に多 い こ
とに起 因す る。山梨県の 人口構成 は今 後 とも加
速度 的 に高齢 者側 に比重が移行 してい く事 実 と
現在最 も危惧 され ている地球温暖化 の可能性 の
事実 を考 える と、本県 の近い将来 に高 齢者 での
熱中症 の罹患 率や死亡率 は確実 に増加 す る と推
察 される。 しか も、一般 的には熱 中症 とは単 に
体温が上 昇す るだけの現象で あるので体 を冷や
せ ば元 に戻 る と考 え られ、あ ま り良 く理解 され
てい ない。 これ らの観点 よ り今後 、 よ り安 全 で
快適 な生 活 を確 保す るため には本症 の理解 を深
め る事が非常 に重要 である と考 えられ る。
本研 究で は、熱 ス トレス による高体 温 の内毒
素反応性 に対す る影響 の観点か ら生体 防御 反応
のひ とつであ る発 熱 をと りあげた。健 康 な 日本
白色 ウサギ に内毒 素 を耳介周辺静脈 よ り注 入 す
る と約1℃ の発熱 がお きる ことが判明 した。 い
っぽ う、別 の ウサギ を用い 人工気象器 でそ の直
腸 温 を約43℃に上昇 させて熱 ス トレス をか け、
そ の後室 温で回復 させ る。 この操作 によ りヒ ト
熱 中症 の動物 モ デル を確 立す る こ とが で きた。
通 常 、5～6時 間で動 物の体 温 は正 常 の39℃前
後 にもどる。 そ して熱ス トレス後24時間、48時
間、72時間の別 々の動物 に同量 の内毒素 を静注
した。す る と、24時間後動物 の発熱 は非熱 ス ト
レスの健 康 な対照群 の動物のそ れ と比べ ると大
き く増 強 され る事 がわか る。 しか も増 強 され た
発熱 反応 は時 間の経過 と ともに減弱 しやがて は
健康 な動物 のそれ に近づ くようになる。
この熱ス トレス による高体温 の内毒 素発 熱増
強効果 の メカニズムは現時点で は全 く解 明 され
ていないが、熱 ス トレスの ウサ ギの静脈血 液 を
採取 してその成分 変化 を分析 してみ る と5つ の
項 目(赤 血球 数 、白血球 数 、ヘモ グロ ビン量 、
ヘ マ トク リッ ト比 、血小板 数)で 白血球 数のみ
が高体温 中で有意 に減少 し、24時間後 には逆 に
大 き く増 加 した。 しか も、内毒素 に よる発 熱増
強効果 と白血球増 多には多 くの場合有意 な関係
が認 め られ た の で 、例 え ば好 中球 や マ ク ロフ
ァージなどの免疫細胞 の数が増 えた ことが当実
験 での結 果 を起 こ した可能性が ある。 この新 し
い結果 は、 ヒ トの熱 中症は感染 に対 する体 の抵
抗力(免 疫力)を かな り減弱 させ る可 能性 を示
唆 しているので、些細 な感染が健 康 時に くらべ
て重大 な結 果 を もた ら しかね ない事 を明確 に示
してい ると考 え られる。事 実、熱 中症 は肺 の感
染 や全 身性 の 真菌 感染 率 を高 め る ばか りで な
く、内毒 素 による敗血症感 染率や死亡率 とも関










人々が受 け るス トレス は現代 になって、 ます
ます大 き くなっている。その ため、快適 で健 康
的な環境へ のニ ーズ も年 ごとに大 きくなってい
る。 自然 環境 に恵 まれた山梨県 は、 この ような
ニーズに よ り有効 に取 り組 め るもの と思 う。 本
研究 は、温度、湿度 、色 、匂 い、音 な ど環境 を
形 作 る さま ざ まな要 因が 、 人 の 「快 適 感 」 や
「不快 感」 に与 え る影響 を明 らか に し、快適 な
都市環境 、居住環境づ くりを支援す る ことを目
的 とす る。同時 に、緑 や水 、高原 、温泉 な ど保
養地 と しての資源 に恵 まれた本 県が 、 さらに優
れた近未来 型保養地づ くりを進 め る上で の基礎
的資料 を提供す る ことを目指す。
研 究成果
プロ ジェ ク ト研 究 開始 か ら2年 が経 過 した。
この間に、 さまざまな環境 条件 の もとで、生理
指 標 や心 理指 標 を測 定す る方 法 をほ ぼ確 立 し
た。同時 に、以下 に示す ような研究 成果 を得 た。
(1)匂い環境 に関す る研究 成果
人に快適感 を与 える匂 いの生理 的、心 理的効
果 を検討 した。そ の結果 、 まず 人に好 まれ選択
され る匂 い は 、選択 した人 に"心 地 よ さ"や
"さわやか さ"、す なわち快適感 をもた らす こ と
が わかった。 さ らに、心理 テス ト用 紙 を用いた
調査 か ら、快 適 な匂 いは、 緊張感 や不安 感 をや
わ らげ、頭 がす っ き りした と感 じさせる こと も
分か った。 この ような心理状態 をもた らす匂 い
を数分 間嗅いで いる と、心拍数 が減 少 した。す
なわち、心理状 態 に相応 した変化が 、 自律神経
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の働 きに現れ た と言 える。瞳孔 が光 を受け る と、
一瞬小 さ くな り、やがて ゆっ くり元 に戻 る とい
う瞳孔 の対 光反射は、快適 な匂 いが 存在す る と
反射 が大 きく起 こること もわか った。
次 に、知的作 業効率 に及 ぼす匂 い環境 の効 果
を、図1に 示 す ような計算 課題 を人 に与 える こ
とに よって調べ た。 その結果、匂 い な しの実験
群 では、計 算の後半で、問題 を提 示 され てか ら
正 解 を出す まで の時 間(反 応時 間)が 延 びてい
くの に対 し、快適感 を与 える匂 いが存在 す る実
験 群 で は、 反応時 間の延長が見 られ ない ことが
わ か った。 両群で正解 率 に差 はなか っ たので 、
快 適 な匂 いが存在す る と知 的作 業効率が維持 さ
れ る と結論 で きる。
筋 肉 を使 って運動す る と血圧 が上昇す る。快
適 な匂 いが存在す る と、運動 中の血圧 の上昇が
少 ない こ とが わかった。 その原 因 は、筋 肉 な ど
へ よ り多 くの血液が供給 され るた め と推 測 して
い る。現在 、 この可 能性 を確 かめ るための実験
を行 ってい る。
これ らの結果 を、図2に簡略 に示す。
(2)気圧 の効果 に関す る研 究成果
山梨県 の 自然環境 の特色 の ひ とつ と して 、標
高 差が大 きい ことが挙 げ られ る。標高差 に基づ
く気 圧 の差 が、 自律 神経 の働 きに どう影 響す る
か を調 べ た。同一の被験 者数名の 瞳孔径 を、甲
府 市 内(海 抜 約300m、実 験時 平均 気 圧985.7
hPa)と研 究所(海 抜1,050m、実験 時平 均気圧
909.3hPa)の2ヶ所 で測定 した。 その結 果 、瞳
孔 径 は高地 の方が小 さい ことが わか った。気圧
の低 い高地 で は、副交感神経 の活動 が優位 にな
ってい る と考 えられ る。 この結果 をさ らに確認
す る と ともに、他 の 自律 神経機 能 につ い て も、
今後検 討す る予定で ある。
(3)温熱 の効果 に関する研究成果
手 足 やその他の身体の局所 に加 わ った温 度刺
激 は、快 適感 や不快感 を引 き起 こす と と もに、
局所 の血流 状態 に も影響す る。手 や足 を局 所的
に温度刺 激 した実験結果 はい くつか知 られてい
るが、体幹 部へ の局所的温度刺 激の効果 につい
て は よ く知 られてい ない。本 年度 は、冷感 を感
じや す い背 中への温 熱刺激 の効 果 を検 討 した。
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背 中皮膚へ の局所 的 な温熱刺激 と機械 的刺激 は
ともに、皮膚血流 を増 加 させ た。温熱刺 激 を先
に与 えてお くと、機械刺 激 による血流 の増加 が
さらに大 き くなる ことが分か った。寝 た き りの
人の床ず れを防 ぐため に、血行の改善 を目的 と
して、肩 甲骨 上の皮膚 を温 タオルで マ ッサ ー ジ
する こ とが行 われてい るが 、この ような看護技
術 の裏付 けとなる知見 を得 ることがで きた。
(4)運動 中の脳 の働 きに関す る研究成 果
運動が 、脳 や運動神経 の働 きに及ぼす効 果 を
検討 す るため の指標 を検索 した。
その結果 、坐 骨神経刺激時 に下肢 ヒラメ筋 で記
録 され る反射 性筋電 図(H波)が 、運 動 に よっ
て大 き くなる こ とが わかった。脊髄 中の運動 神
経(α 一運 動 ニ ュー ロン〉 の興奮性 が 高 まっ た
と考 え られ る。 さま ざまな環境要 因が運動神 経
に及 ぼす影響 を調べ る上 で、H波 がその指 標 と
なるこ とが わかった。
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本 プ ロジェク トは、環境科学 を基盤 とす るシ
ミュ レーシ ョンな どの手段 を用 いて 、街 づ くり
の ための意思決定 の材料 を提供 す る、地 域特性
に即 した手 法 を開発 す る こ とを 目的 と して い
る。
本 プ ロ ジェク トでは 山梨県 内 にお け る 「街」
づ くりを考 える上 で、地域 変容 を もた らす と思
わ れ る大 きな要 因 の一 つ と して観 光 を と りあ
げ、観光 をキー ワー ドと した地域研究 を主軸 に、
衛 星写真 や空中写真 な どの リモー トセ ンシ ング
デー タや統計 などを活用 して地域 の動 態 に即 し
た シ ミュ レー シ ョンを実現す るこ とを目標 に置
いた。
山梨県 の中 には秩父多摩国立公 園、富士 箱根
伊 豆国立公 園、南 アルプス国立公 園、八 ヶ岳 中
信 国定公 園 をは じめ として多 くの魅 力 ある観光
地が 存在 し、 年 間のべ3,500万人 を超 え る観 光
客が訪 れ ている。
観光 の行 われ る地域で は、地域住民 の生 活基
盤 と観光 の基盤 が空 間的に重 な り複雑 な関連性
をもつ。 その ため 、変動 の大 きい要因 と しての
観光 と比 較的安 定 した要 因 としての居 住 との両
者の需要 を満 たす ため に、供給処 理系 をは じめ
とす る公 共サ ー ビスや社 会基盤へ の負 荷 が大 き
く、地域 の フィジ カルな環境 、す なわ ち 「街 」
の在 り方 に も大 き く影 響 して い る と考 え られ
る。特 に観光利用 の一時 的な集中や急激 な増 減
によ り発 生す る需 要変化 に安 易に対 応 して い く
こ とは、観光 に とって資 源で もあ る 自然 の価値
















どをもた らし地域住民 ・居住者 の両者 に とって
の不利益 をもた らす可能性が ある。
したが って この ような特性 を もった 「観光地」
にお いては地域住 民が主体的 に 自らの ラ イフス
タイルを見直 し、地域の フ ィジカル な環境 を調
整 してい くことは地域社会の持続性 の保持 のた
めに も大 きな意義があ る。
本 プ ロジ ェク トで は富士北 麓 の富士 吉 田市、
西桂 町、忍野村、山中湖村 、河 口湖 町、勝 山村、
足和 田村、鳴沢村 、上九一色村 を対象地域 とし、
その1940年代 以降 の フィジカルな変容 とライフ
ス タイル の変化 につい ての研究 をも とに、 「街」
づ くりのための知見 を総合 してい く。
研究成果
(1)対象地域 の概 況の把握
対 象地域 の状況 につ いて実地 の調査 を行 うと
と もに意見交換 を行 うな どして概 況の把握 に努
めた。
(2)対象地域 に関する情報 の収集 お よび整理
対 象地域 に関わ る統計 資料 の収 集 と整理 を継
続 した。 また、土 地利用変化 な どの基盤 とす る
ための空 中写真資料 の デジ タル化 と幾何補正 を
行 った。
(3)統計資料 の解析
人口 とライ フス タイルの変化 との関 わ りの地
域性 を把握す るため引 き続 き統計 資料の解析作
業を進めた。
(4)景観変化 の評価 の研究
環境生理学研究 室 ・緑地計画学研 究室 に よる
基礎 的な予備調査 の結果 をプ ロジェク トに組 み
込 んだ。対象 地域 にお ける 「富士 山」 を含 んだ
景観の特殊 な効果 につい て研究 を進め た。
(5)景観画像 シミュ レー ションシステムの開発
景観 シ ミュ レー シ ョンシステムで使 用す る各
種の景観 画像 の収集 を行 い、画像 デー タベ ース
の構築 を行 った。 また、景観 シ ミュ レー シ ョン
実験 の可 能性 につ い て い くつ かの事 例 を検討
し、実験の可能性 につい て検討 を行 った。
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研 究 目的 および成果
地 球 は長 い時間ス ケールの 中で 、表層 の姿 を
変 えて きた。 この現 象は、地球表層部 の岩石圏
と大気 圏 の境界面 における風 化 ・浸食 を初め と
す る物 質循環 システムの中で行わ れて きた もの
であ る。 この システム に規制 され 、 ヒ トを含 む
生物が 育 まれて きた。いいか えれ ば、その時 そ
の時 の地球表層 部の岩石 ・地層等 の状 況が水 を
媒体 に して生物 類 に影響 を与 えて きた、 とい う
こ とであ る。では、具体 的に山梨県 内の各地で、
この循環 シス テムが どの よ うに行 われてい るか
を解 き明 かそ うとす るのが本研 究であ る。
当研究 室 では、 山梨県 の各地 の岩 石 や地層 の
性 質 の違 いが、水 を媒体 に してそ こに生育す る
生 物類 に どの ように反映 され るか を明 らか にす
る こ とを研究 してい る。 この解明 にあ た り、岩
石 ・地層 、水 、生物 に含有 される元 素分析 を行
う。 ただ 、この循環 シス テムの出発 点 となる岩
石 や 地層 につ いては、単 に化学組 成だ けで な く
地質構 造 、産状 、分布地域の地形 な どが考慮 さ
れ水 圏へ の循環 が理解 され る。更 に生物圏へ と
元 素循 環 が追跡 され る。 この ような視 点で 、多
数 の元 素 につ き上記循環 シス テムが明 らか に さ
れ ていれ ば、仮 に人為的影響 に よる元 素 の濃集
があ った場 合、原因の解明が容 易 になる。
最近 山梨 県内の地下水 ・湧水 ・河川水 につ き
バ ナ ジウム濃度 を分析 した結果 、地域 による濃
度変動 が周辺 の岩石種 と深 く関連 して いる こと
が解 明 された。そ の上で、地下水 ・湧水 ・河 川
水 中のバ ナ ジウム濃度の相違が 、分布す る動 ・
植 物 、人 間 まで影響 を及 ぼす か否 か を検討 する
ため に、極 端 にバ ナジウム濃度 の異な る河 川系
に生 息 す る動 ・植 物試 料 を採取 して分 析 した。
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その結果 、分 布す る岩石 の化学 的な相違 が、水
を媒 体 に してそ こに生育す る生物 に まで反 映 し
てい ることが 明 らかになった。
この現象 が人間 に まで及 ぶか否 か につ いて現
在検 討 中であ る。 またバ ナ ジウム以外 の更 に多






研 究 目的 および成 果
地球温 暖化 を もた らす 二酸 化炭 素(CO2)は
年 々増 加 傾 向 にあ る主 要 な温室 効 果 ガス で あ
る。現 在、本 県 で は温暖 化 を抑 制す るため に、
人為 的 なco2排出 を規制す る ことが検討 され て
いる。 しか し、排 出量 規制施策の実効性 を検 討
す るた め には 、人 為 的 なCO2発生量 だ け で な
く、県土 の78%を占め る森 林生 態系が吸収 ある
いは放 出 してい るCO2量もまた評価 され な くて
はな らない。本研 究 はこ うした背景 か ら県内 の
様 々な森 林生態系 についてモニ タリング を行 う
もので ある。平 成9年 度 よ り、研 究所 内 の ア カ
マ ツ林 におけ るCO2収支 を解明す る調査 を進 め
ている。本年度 の調査 は、土壌炭素量 、 リター
フ ォー ル、土壌呼 吸 について行 った。 以下 にそ
の成果 を記 す。
年間 の リター フ ォール量 は7～12月の半年 間
に2.7tonChalyrlであ り、 この期間の リター フ
ォール量か ら推定 され た年 間の リター フ ォー ル
量 は3.8tonChalyr-1となった。 この値 は リター
フ ォー ル量 の多い若齢 林 に匹敵す る もので あ っ
た。 また、CIN比は80前後で安定 してお り、温
帯針葉樹 林の平均 的 な値であ る70に近 い もの だ
った。
溶岩流上 に発達 した剣丸尾 アカマ ツ林 の土 壌
は炭素含 有率40%以上、C!N比は40～90であ る
こ とか ら鉱 質土 壌 は存在 せずAO層 の みか ら成
り立 っていた。未発 達土壌 を持つ剣 丸尾 アカマ
ッ林 と土壌 の発 達 した泉瑞 アカマ ツ林 の リ ター
フォール量 は同程度 であ ると見 られるが、剣丸
尾 の土壌炭 素量 は29,honChπ1であ り、泉瑞の
約22,1%でしか なか った。
開閉式チ ャ ンバー法 による土壌呼吸 の測定 は
従 来法 であ る密 閉法 とほぼ同等の測定 が可能で
あった。 また、 開閉式チ ャンバ ー法 に よ り、土
壌呼吸 が土壌表層 の温度の季節変化 や 日変化 に
追 随 して変化 す る様 子 も測定 で きた。 と くに、
寒 冷地の冬期 におけるわずか な土壌呼吸 に関 し
て も明確 な温度依存性 が測定で きた ことは 開閉
式 チ ャンバ ー法が従 来法 よ りも精度 の高 い デー
タを提 供で きる測定 システムで ある ことを示 し
てい る。今 後 は年 間の土 壌呼吸 と降雨 の影響 な






研 究所敷 地内 の剣 丸尾 ア カマ ッ林 は100年ほ
ど前 に生 まれた若 い林 であ る。 この場所 の気候
的極相 林は ブナ林で あるので、 このア カマ ツ林
はそれ に至 る遷移 の途 中相 と して位置づ け られ
てい る。 この先 、遷 移が進む とす れば後継 木の
様 子か らナ ラ類 の落葉樹 林 になる と考 えられて
い るが、最終的 な姿 、す なわ ち極相林 が どの よ
うな樹種 に よっ て優 占 され るの か は不 明で あ
る。 また、剣丸尾 と同 じ古 さの溶岩流 の上 に成
立 してい る青 木 ヵ原樹 海で の既 存調 査 か ら も、
富士 山北麓の溶岩流跡 地 にお ける遷移系 列の植
生 遷移が どの よ うに進 み、 どの よ うな極 相林 に
な るのか は十分解明 された とは言 えない。そ こ
で、本研 究で は、剣 丸尾 アカマ ツ林 の徹底 した
生態学 的調査 をす る ことによ り、
の 最終的に どの ような極 相林 になるの か。
2)極相林 に至 るまで に どん な遷移系列 を経
過す るのか。
3)どの よ うなメカニ ズムで遷移 してい くの
か。
を明 らかに してい く。
植 生遷 移 は生態学 において重要 な研 究 テーマ
であるが、その メカニズムついて は未 だに十分
な理解 が なされ ていない。一方、一般 の人 も良
く耳 にす る言葉で あ り、それ に対す る興味 も大
きい と思 われ る。 したが って、剣丸尾 ア カマ ツ
林 を対 象 と して富士 山北 麓の植生遷移 とその メ
カニズム を解 明す る研究 は学術的 に大 きな意義
が あるだけで な く、県民 に とって も身近な植生
の歴 史 を知 るこ とに よ り自然環境へ の理解 と認
識 を深 め る機 会 を与 え ることになる と考え られ
る。
本年度 の調 査で は、毎 木調査 と台風 で根返 り
を起 こ した木 の相対 成長 関係(ア ロ メ トリー)
を もとに、 アカマ ツ林 の現存 量 を評価 した。剣
丸尾 ア カマ ツ林の植生 はア カマ ツ とソヨゴで全
体 の胸 高断面積 の90%近 くを占め た。 この2種
か ら計 算 した乾 物 ベ ー ス で の 現 存 量 は根 が
63.9tonha-1、幹及 び枝が19L8tonha一1、葉が3.7ton
ha-iであ った。 これ らを合計 す る とア カマ ツ林
の現存量 はお よそ259蹴onha1であ る と推定 され
た。 この値 は、経験 式 よ り導 か れる70～90年
生 アカマ ツ林 の乾物現存量350tonhπ1よりもか
な り低 くなった。
これまでの調査 は20mx20mの方形区で行 っ
て きた。 しか し、一般 に、森 林 はモザ イク構造
であ り、20mx20mの方形 区では剣丸尾尾根 の
アカマ ツ林の構 造 を正確 にとらえ ることが出来
ない。今後 、方形 区 を120mx80mに広 げ毎木調
査 を行 い、剣 丸尾尾根 のア カマ ツ林の構造 をよ
り正確 に明 らか に してい く。 また、年 をお いて
同 じ場所 を調査 す るこ とでそれぞれの種の成長
量 、侵 入率 や枯死率 の変化 を明 らか に し、剣 丸







あ る種 の昆 虫類 は、環境 の変化 に大 変敏感 で
あ る と言 われてお り、い くつか の分類 群(例 え
ば水 生昆 虫)に つ いて は、既 にかな り古 くよ り
環境 変化 の指標 として、調査研究 が成 され て き
てい る。 当研 究室 では、最近欧州 をは じめ多 く
の国 で環境 生物指標 と して着 目され て きてい る
蝶類 を対 象 として、 自然度 の異 な る環境下 の蝶
類 相 を把 握す る ことに よ り、 自然 の移 り変 わ り
と蝶 相 の関係 を明 らかに し、蝶 を自然環境 指標
と して活用す る手法 につ いて研究 している。
今 までの ところ、富士 山北 麓 にお いて も、蝶
類 は 自然環境 の変化 に対 し、大 変敏感 な生 物で
あ る こ とが判 明 して きてお り、蝶 が 自然環 境変
化 の指標 と して十分活 用で きる可能性 のあ る こ
とが 判 って きた。今年度 の調査 で は、 自然度 の
高 い環境 お よび低 い環境 に結び付 く蝶類 を特定
し、 か つそれ らの蝶類 が どの よ うな生態 的特性
と結 び付 いてい るのか を明 白に して きた。富士
北 麓 におい て も、人為撹乱の少 ない安定 な環境
には 、年1化 性 の増殖力 の低 い種 が結 び付 いて
お り、富 士 山の蝶相 を特徴づ ける温 帯草原性蝶
類の 一部 もこの ような種で あった。一方 、人為
撹乱 の頻繁 に生 じる不安定 な環境 には、富士 北
麓 で も年 多化 性 の増殖力 の高 い種(モ ンシロチ
ョウ、 モ ンキチ ョウ、ベ ニ シジ ミ等)が 、優 占
して きてお り、蝶 の環境指標 と して の有効性 が








生物 多様性 の保全 は、今 日にお ける国際 的 な
重 要課題 の1つ であ るが 、 自然が豊 富で あ る と
言 われ る本県 におい て も、開発等 に よる自然 環
境 の改変 に よ り、絶滅が危惧 される生物 が増 加
して きてい る。 これ らの生物の保護 ・保 全 は急
務 であ るが 、残 念 なが ら、本県 の絶滅 危惧生 物
の分布や生 態の科学 的解 明は、殆 ど進 んでい な
いのが実態 といえる。そ こで本研 究 において は、
これ らの絶 滅危惧生物 の分布 や生態等 の実態 を
捉 え、 これ らの生物 の適切 な保護対 策 を講 じる
ための基礎資料 を集 積す るこ とを目的 とす る。
今 まで に、 レッ ドデー タブ ック記 載種 の ヒメ
ギ フチ ョウの個体群構造 を調査 し、本種 の生 息
場所が 森林 内 にパ ッチ状 に分 布 し(メ タ個体 群
構造 とい う)、成 虫はそ れ らのパ ッチ 間 をか な
り頻 繁 に移動 分散 しなが ら、1つの地 域個 体 群
が維持 されてい る らしい こ とが判 って きた 。 ま
た今年 度 は、調査 地 にお ける幼虫 の食 草で あ る
ウスバサ イ シンの分布調査 を行い 、食 草が森 林
内の 沢筋等 に点状 に分 布 してい る事 を確 認 し、
本種 が メ タ個体 群構造の分布様式 を示 す事 を幼
虫 の食 草 の面 か ら もサ ポー トす る こ とが で き
た。一方 、県の天然記念物で ある ミヤマ シ ロチ
ョウの南 アル プスにおける分布様式 や高 山蝶 タ
カネキマ ダラセ セ リの行動 生態 の調査 も行 い 、
これ らの種 につ い て も知 見 が集 積 され つ つ あ
る。今後 も得 られた結果 の普 遍性 ・再現性 を見








近年、 ミネラルや微量元素 の不足 や過剰 摂取
の問題 が多 く報告 されてい る。公衆衛 生審議 会
は 「日本 人の栄 養所 要量」 の第6次 改 定(平 成
11年6月答 申)に おい て、初めて ミネラル ・微
量元素お よび ビ タミンの過剰摂取 へ の対応 と し
て、1日当 た りの許 容上 限摂 取量 を厚 生省 に答
申 してい る。 しか し、 ミネ ラルや微 量元素 はそ
の元素 の化学 形が異 なる と、吸収 率や毒性 が異
なるこ とが知 られ ている。従 って、 これ らの元
素の研 究 にお いては量の測定 と同時 にその化学
形(存 在 形態)を 明 らか にす る こ とが重要 と
なる。昨年度 、我 々は ミネ ラル と微量 元素 を高
感度 に測定す る ことがで きるICP一質量 分析装置
(ICP-MS)と、生体 成分 の分離 に極 めて有用 な
高速 液体 クロマ トグラフ ィー(HPLC)を オ ン
ラ インでつなげたHPLC/ICP-MSシス テムを構築
し、 これ を用 いて環境 お よび生体試料 中の ヒ素
(As)やセ レン(Se)と言 った微 量 元素 の量 と
化学形 の同時分析 を可能 に した。今年度 は この
HPLC/ICP-MSシステム を用いて、富士北麓地域
の地下水 に比較 的高濃度 で存 在す るバ ナ ジウム
(V)の分析方法 の検討 を行 った。 その結果 、化
学形 の異 な る+4価のバ ナ ジ ウム(バ ナ ジル;
VO2寺)と+5価の バ ナ ジ ウム(バ ナ デ イ ト;
VO3')をそ れぞ れ分 別 測 定 す る こ とに成功 し
た。 さ らに、従来 のICP-MSによるバ ナ ジ ウム
測定 にお いては、生体内 に高濃度 で存 在す る塩
素(Cl)およびマ グネ シウム(Mg)、あ るいは
クロ ム(Cr)が バ ナ ジ ウムの測 定 質量 数(51
m/z>と同 じ質量 数 の分子 イオ ンを形 成す るた
め、生体試料で は正確 にバナ ジウムを測定す る
ことは困難 であ った。 しか し、HPLCμCP-MSシ
ス テム を用 い る と、 妨 害元 素 とバ ナ ジ ウム を
HPLCで分離 で きるためバ ナ ジウム を感度 良 く
lCP-MSで測定 す る こ とが可能 となった。従 っ
て、HPLCIICP-MSシステムは環境試料 中のバナ
ジウムの量 と化 学形の分析 や、生体 内でのバ ナ
ジウムの代謝 お よび生理作用 の研究 におおい に







セ レン(Se)は ビタ ミンや ア ミノ酸 な どと同
様 に多 くの生物 種 において、生 命 を維持 す る う
えで欠 くことので きない必須 の微量 元素(微 量
栄 養素)と して知 られてい る。 さらに、セ レン
の錠 剤 が健 康 食 品 と して我 が 国 をは じめ と し
て、諸外 国において も販売 されている。 しか し、
セ レンは必須(栄 養)レ ベ ル と毒性 レベ ルの 間
の安全域 の幅が比 較的狭い ため、慎 重 に摂取量
を決定 しない と、逆 に中毒 を引 き起 こす こ とが
予想 される。
セ レン化合物 はその化学形 に よ り毒性 の強 さ
や、吸収率 が異 なる ことが知 られている。そ こ
で 、我 々は ヒ トが食物 中か ら摂取す る可 能性 の
あるセ レン含有 ア ミノ酸 、特 に分子 内にセ レン
元 素が2個 存 在 す る セ レノ シスチ ンに着 目 し、
これを過剰 にマ ウスに与 えた場 合の影響 につい
て検討 を行 った。 その結果 、セ レノシスチ ンを
マ ウスに経 口投与 した場合 、肝 障害 の指標 であ
るGOT活性 がセ レノ シスチ ンの投与量 に依存 し
て上昇す る ことが認め られ た。 さらに、 この と
き脂質の 過酸化の 指標 であるTBA-RS値も上昇
す ることが明 らか となった。これ らの結果か ら、
セ レノシスチ ンに よる肝障害の発現機構 に活性
酸素 に起因す る脂 質の過酸化 が関与す るこ とが
示唆 された。 そこで、セ レンの解毒機構 である
メチル化代謝 を抑 制 した場合の肝障害 の発現 と
脂 質の過酸 化 につ いて さらに検討 を行 った。 メ
チ ル化代 謝 を阻害 する とセ レノシスチ ン投 与 に
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よって起 こる肝障害が さらに増 強 され た。そ し
て、脂 質の過酸化 の程度 も増加 す るこ とが明 ら
か とな った。以上 の検討結果 か ら、 セ レノシス
チ ンに よる肝 障害発現機構 には活性酸素生 成 に








研 究 目的お よび成果
寒 さへの適応反応 に関す る実験研 究
山梨県 の特徴 で ある 日較差 に よる急 激 な気温
低下 、冬期 の寒冷 は、乳幼児 や高齢者 に大 きな
影響 を及ぼす。本年度 は、寒 冷に際 して強力 な
熱産生 を行い 、体温 の低 下 を防いでい る褐 色脂
肪細胞 と交感神経活動 との関連 につ きラ ッ トを
用い て実験 を行 った。 さらに、褐 色脂肪細 胞 の
活動が 甲状腺 ホルモ ンの分泌 や胸 腺の活動 へ 及
ぼす影響 につ いて検討 した。その結果 、交感神
経の興 奮 に伴 い神経終末 か ら放出 され た ノル ア
ドレナ リンが褐色脂肪細胞 の熱産生 を賦 活す る
際 、褐色 脂肪細胞 の近傍 に蓄積す るプ リン化合
物(ア デ ノシ ン、ATP)とプロス タグラ ンデ ィ
ンが熱 産生反応 を修飾す ることがわか った。 プ
リン化 合物の作用 は抑制 的であ り、 プロス タグ
ラ ンデ ィンE2の 作 用 は促進 的で あった。 しか
し、 これ らの物 質 を定量 す ると、交感神経 の活
動 中 に蓄積す るプ ロス タグランデ ィンの濃度 は
低 く、褐 色脂肪細胞 への作用 は小 さい と思わ れ
る。
長 期 間寒冷 に曝 され る と(5℃ 、4週 間)、血
液 中の甲状腺 ホルモ ン(特 に、T3とFr3)が上昇
す る。褐色脂肪 組織 を外 科 的に除去 した動物 と
正常 な動物 を比 較す る と、褐色脂肪組織 除去 動
物 で は寒 冷曝露 によるT3の上昇が小 さか った。
この結果 は、褐 色脂肪組織 除去動物で は、 褐色
脂 肪細 胞 中の 甲状腺 ホルモ ン変換 酵 素(T4を
T3に変換す る)の 働 きが阻害 され るため と考 え
られ る。褐色脂肪 細胞 は、寒冷 に際 して、 自身
で熱 産生 を行 う と伴 に、甲状腺 ホルモ ン変換 酵











研 究 目的お よび成果
都市 、農 村、 山村 な ど、い くつ かの特徴 的 な
地域 を選定 し、地域住民 が どの よ うな基準 で地
域 の環境 を評価 しているか を明 らか に し、地 域
に則 した快 適環境 を設計 する上で の資料 を得 る
のが本研究 の 目的で ある。本年 度 は、県 内在住
の大学 生 を対 象 と して、景観が ど う評価 されて
いるか を、ス ライ ド提示 による方法 、ア ンケー
ト用紙 に よる方法、 自由記載 による方法 を用 い
て調査 した。 これ らの調査 の過 程で 、景 観評 価
の ための手法 が ほぼ確 立 で きた。 この手法 は、
プロジェク ト研 究 「自然 環境 と共存 した街づ く
りの在 り方 に関す る研 究」 の手法 の1つ と して
採 用 される こ とになった。次年 度 か らの展 開が
期待 される。
研 究課 題
気 温 上昇 によ る健 康 影響 に関 す る研 究
一脳はいかにして私たちの基礎体温を36.5'に管理しているのか一
の体 の深 い部分や体 の表面 の皮膚 にほ どよ くち
りばめてあ ってそ れ らの温度 変化 を測 定す る温
度受容器 がその変化 を刻 々 と脳 に伝 えてい るか
らで ある。す る と、脳 は基礎体温 を 「もの さし」
としてそれ に照 らし合 わせ て変化分の みを訂正
して熱 の産生量 を調節 しつつ元 の基礎体温 の範
囲内に体 温 を戻 そ うとす る。 この よ うな調 節に
は2種類 あ って、私 たちが知 らず知 らずの うち
に自動 的に行 われ る自律性体温調 節(発 汗 、ふ
るえ等)と 、知 って行 う行動性体 温調節(部 屋
の冷 ・暖房 、着 衣量 の調節等)が あ る。 これら
の体温調節機構が どのよ うに働 くかは過去40年
のあ いだ良 く研 究 され理解 されてい る。 しか し
一方 、 「体 温 の もの さ し」 が 一体 どの ように し
て作 られるのかは世界的 に も殆 ど研究 されてい
ない。 当生気象 学研 究室 では この 「体 温の もの
さし」が脳 の どの部位で どの様 に して作 られて
いるか を研 究 してい る。平成10年度 のラ ッ トを
用い た研究 では脳 の少 し脊髄寄 りに位 置 してい
る 「中脳」 と呼ばれ る領域 に 「体温の もの さ し」
が あ るの では ない か と言 う可能性 を発 見 した。
そ して、 この 「中脳の体温 の もの さ し」が神経
信号 を送 る脳 内の複 雑 な経路 を世界で は じめて









私 たちの体温 は36.5から37.0℃の範 囲内で一
定 に保 たれてい る。 この基礎 体温 は私 た ちが特
に激 しい運動 を した り、 また は私 たち を極端 な
環境温 度 に長時 間 さらさない 限 り驚 くほ どの正
確 さで一定 に保 たれ るのであ る。 これ は私 たち
研究 目的 および成果
都市化 や産業構造 の変化 に伴 い地域住 民の生
活環境 が変化 しつ つある とともに、住 民 自身の
ライ フス タイルに も大 きな変化 が生 じて きてい
る。 人がその環境 をどの ように認 識 し、その変
化 に対 して どの ように行動 す るかは、その人の
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ライフス タイル によって異 な り、地域住 民が1央
適 で健 康 な生活 をお くるための地域 環境 の整備
を考 えるには、生活環境 の変化 とラ イフス タイ
ルの 変 化 を関連づ けて と らえて い く必 要 が あ
る。
地域 人口の構造 には、その地域 に暮 らす 人々
が そ れ ぞれ の環境 に どの よ うに適 応 して きた
か、す なわ ち、生活環境 と人の ラ イフス タイル
が そ の地域 で どのよ うに関連 して変 化 して きた
かが 反 映 され、 その分析 を通 じて生 活環境 の問
題点 を見い だす手がか りが得 られる と考 え られ
る。 この よ うな視点か ら、県 内各市 町村 の人 口
の1920年か ら1995年までの経 時的 変動 を分 析
し、そ れぞれの地域の特性 の把握 を試み る研 究
を進 め てい る。 これ まで、 山梨 県全体 の人口変
動 に は 、特徴 的 な3時 期(1940～47年の急 増
期 、1947～65年の減少期 、お よび1965～70年
以 降 の増加 期)が 認 め られ、 この3時 期 の人 口
変 動 に着 目す る ことに よ り、各 市町村 の人口変
動 のパ ター ンは6つ の グループ に分 け られる こ
とが
明 らか となっている。
山梨 県の特徴 と しては、周囲 を山 々に囲 まれ、
居住 地 の条件 と して も、 また、産業 の立 地条件
と して も好 ま しい平地部分 が少 ない こ とが挙 げ
られ る。 そ こで、本年度 は、それぞ れの地域 の
人 ロ変動 パ ター ンの違 い を、平地面積割 合の違
いお よび産業構造 の変化 と関連 づ けて分 析 を行
っ た。 その結果 、比 較的早 い時期 に第1次 産業
か ら第2次 、第3次 産業へ の転換 が起 こった地
域 で は平地面積割 合 に関わ らず 人口が安 定 して
増加 してい るこ と、一 方、平 地面積割 合が小 さ
く、特 に中心 となる産業 がみ られ ない地域で は
人口が1947年以降一貫 して減少 してい るこ とが
示 され た。 また、1947年以 降人 口が 減 少 す る
が、1965～70年を境 に人 口が増 加 に転 じた地域
に は2つ のパ ター ンが見 られた。す なわ ち、平
地面積 割合が顕著 に高 い ことを特徴 とす る地域
で は、 この時期 、急速 な産業構造の 変化 ととも
に人 口 も急激 に増加 してい る一方、 中等 度の平
地面 積 割合 を もつ地域 では、他の市 町村 に比べ
第 且次 産業 が比較 的高い割 合で維持 され 、人 口
28
はゆるやか に増加 してい る。 この ように、 各市
町村 の人 口の経 時的変動 は産業構造 の変化 によ
って説 明 される と ともに、平地面積割 合で表 さ
れ る地 形条 件が 地域 の産業構 造 に影 響 を与 え、
人口の変化、特 に1965年以降の人 口変化 に関わ
ってい るこ とが明 らか となった。
今後 は、年齢 階級別人 口、 出生 ・死 亡 な どの
人ロ動態統計 、疾病統計 な どの分析 を加 え、地
域特性 の よ り詳細 な把握 をめ ざす。 さ らに、 そ
れぞれ の地 域で生 じている住民 と生 活環境 との
間の問題点 を明 らか にす る 目的で、全県 レベ ル
で社会生活 基盤 に関す る資料 を収集 す る と とも









大気、水質 、地 質、植物 、土地利 用 な どにつ
いて人工 衛星 デー タで広 域 的かつ定性 的 に把握
する ことは可能 だが、安 定 して精度 よ く人工衛
星デー タを用 いて環境調 査 を実施す るため には
コンピュー タに よる画像 処理技術 や定 量化 のた
めの手法開発 、将 来予 測モ デルの開発 な ど解決
する問題 も多 い。 また、調査す る対 象 に より新
たな環境 指数 の開発 な どを必 要 とす る。 このた
め、本研 究で は人工衛 星デ ー タと地上 調査 デー
タの比較、新 しい指標 の開発 な どを通 して 、山
梨県の広域的環境 監視や予測 に不可 欠な諸技術
を開発 する ことを目的 としてい る。
平成10年度は、長期的環境変化 を把 握す る 目
的で1972年のLANDSATIMSSデータを入手 し、
最新 のLANDSAT!TMデー タと比較 す るための
手 法 の検 討 を行 った。 また、VSW指 数が 山梨







近年、地球規 模 の環境 問題 が社会 的 に大 きな
問題 となって い る 中、 地域 的 な 自然 環境 の質
について見直 し、 自然環 境 と調和 した地域(自
然 と人 との共生)を 実現 してい くことが環境行
政の究 極的 な課題 となってい る。 自然環境の変
動 は人間活動 と密接 な関係 を有 し、地域 の持続
的発展 の維持 と自然 環境 の保全の両立 を目指 し
た施策 が必 要 とな る。 この ため には、 自然環境
状態 の変動 を的確 に把握 し、持続 的発 展の ため
の具体 的な方策 を提 案す ることが重 要であ る。
幸 い に して 山梨県 は、周囲 を山岳 に囲 まれて
地理 的 に独 立 している とと もに、豊 かで多様 な
自然 を残 してお り、 自 らの努力 で こう した地域
を実現 で きる条件 を有 してい る。 こう した こと
を踏 まえ本研 究で は、社 会的 ・経 済的活動が環
境 に どの ような影響 を与 えるの か を明 らか にす
る手法 を開発 し、環境変 化予測モ デル を構築す
るこ とによ り、 山梨 県の将来 を見据 えた地域 づ
くりを支援す る ことを目的 と している。
平成IO年度 は、前年度 まで に導 入 ・整備 され
た環境変動把 握手法 開発 用 ワー クステ ーシ ョン
設備 を用 いて、 人工衛星 デー タの解析 に着手 し
た。解析 には、1980年代か ら1990年代 にか けて
のLANDSATπMデー タを使用 し、 カラー合 成
画像 の作成 と判読 、土地被 覆状況 の うち植生被
覆割合 の判 断基準 となる植生 指数画像 の作成 と
判読 な どを、富士北 麓一 帯 な らびに雁 坂峠周辺
を対象地域 と して行 った。画像判読 の結果、植
林 、 ゴル フ場造 成、大規模 な道路改修 の前後 な
ど明瞭 な土 地被覆 の変化 を除 き、 い ままでの と
ころ特筆 で きる土地被覆 の変化 は認 め られてい
ない。 また、土地被 覆の変化 を抽 出す るために
は、多 時期 の衛星画像 を正確 に重 ね合 わせて比
較す る ことが重要で あるが、対象地域 内での地
形 の複 雑 さお よび標 高 の変 化 に よる影響 の た
め、正確 な画像の重 ね合 わせ が達成 されていな
い。 この結 果か ら、今後 変動把握 ・モ デ リング
の研究 を進 め る上で 、衛 星画 像 を基 準 となる地
図に対 して精密 に合 わせ る幾何補正 手法の開発









本研 究 は、 コンピュー タを用 い て、様 々 なデ
ー タを空 間的 な位置 とともに集積 ・解析 す る情
報処 理系 であ るGISを環境研 究 の基 盤の 一つ と
して整備 、活用 してい くこ とを目的 としている。
平 成10年度 には平成9年 度 に引 き続 きGISを
利 用す る研 究の支援 な どを行 った ほか 、デ ー タ
整 備 に も力 を入 れ、プロ ジェ ク ト研 究 に活用す
る ための空 中写真 の幾何補正 を行 い、土 地利 用
変化 を抽 出 ・評価す る手法 の検討 を行 った。
本研 究 のための研究基盤 の整備 の うち出力系
の整 備 の一部 な どが行 われた。 また、GISシス
テ ムの情報集積 ・解析 の機 能 と して、 どの よう
な物 が必要 か再検討 した。本研 究 の基盤 となる
備 品等 は平成ll年度 に整備 される予定 であ る。
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本県 において近年 、大 型哺乳類(ッ キ ノワグ
マ 、 イ ノシシ、ニ ホ ンジ カ、ニホ ンカモ シカ、
ニ ホ ンザル〉 に よる農林 産物へ の被害が増加 し
てい る。特 に平 成8年 度 に農産物 に大 きな被 害
を出 したニ ホ ンザ ルは、従来の個別 的対応 によ
る被 害 防除手 法で は被害 減少効 果が低 いた め、
有効 な被害対策が望 まれてい る。 しか し一方 で
有害鳥獣駆除数 の増加 や開発行 為 に よる生息 地
の撹乱 な ど、本県 におけ る将来 的 なニホ ンザル
の生息 に不安 定 な要因 も見 られ る。 そ のため 、
本 県 におけ るニ ホ ンザル を代表 とす る野 生動物
の将来的な生息 の保証 を前提 に、現在 問題 とな
ってい る農林産物被害対 策 を緊急 に行 ってい く
必 要 があ る。本研 究 課題 は、平成9年 度 か ら3
年 間で行 う予定 であ るが、基礎 的 な情報 の収 集
を主 眼 に置 い た初年 度 に続 き、 今年 度 は,D
ニホ ンザル、ニ ホ ンイノシシによる農作物被 害
とその発生原因 に関する農家へ の ア ンケー ト調
査 、2)有害鳥獣駆 除個体 の分析 、3)ラ ジオテ
レメ トリー による行動 圏 と移動様 式調査 、 など
を行 った。
研 究成果
(1)山梨 県全域 の農業 委 員 に対 し、 農作物 被
害 の状 況、農業 に対 する将来の展望 、耕作放 棄
の状態 、鳥獣害発生 年代 、被 害対策 と して望 む
こと、 などの項 目について郵送 ア ンケー ト調査
を行 った。 ア ンケー トは1998年ll月上 旬 に計
600通を郵送 し、340通を回収 した。 回収率 は
56.6%であ った。平成 年代 に行 われ た農作物 の
転換 では、稲 か ら果樹 、芋類、豆類へ の転換が
多か った。耕作地 の放棄 は昭和か ら平成年代へ
と徐 々 に増加 してい った。今後の農業 の展望 と
して は,現 状 維持(4L7%)あ るい は規模 の拡
大(07%)と い うよ りも、規模 の縮小(325%)
あるいは離農(25.1%)とい う考 えの ほ うが有
意 に多か った。規模 の縮小 あるい は離 農の理由
と しては後継者不足(459%)、高齢化(370%)
とい う回答が多 く、鳥獣 による被害 を理 由 と し
てあげた人 は15,4%であった。山梨県 において
イノ シシが人家周辺 に出没 し始 めたのは昭和20
年代 か らであ ったが、平 成時代 に入 り急増 して
いた。 また,農 作物被害 も同様 に昭和20年代か
ら報告 されたが、急増 したのは平成年代 にはい
ってか らであ った。 ニホ ンザルの 出没 が確認 さ
れ始め たのは昭和30年代 か らであったが、急激
に確認が 多 くなったのは平成 年代 に入 って か ら
で あった。ニ ホンザ ルに よる農作物 被害 は、出
没確認 と同様 に、平成年代 に入ってか ら急増 し
てい た。被害 を受 けやすい作物 は、カキ、南瓜、
大豆 、 トウモ ロコシな どであ った。 イノ シシや
サ ルに よる農作 物被害 を受 けてい る農家 のほ う
が有意 に多 く、農業 の規模縮小 をあるいは離 農
を考 えている と回答 していた。 イノ シシお よび
ニ ホ ンザ ルの管 理 につ いては、 どち らも被害 を
出 さない程度 に個体数 を減 らす こ とが もっとも
望 まれてお り、次 いで絶滅 させ るこ とが望 まれ
てい た。被害補 償制度の確立 や電気柵 な どの物
理的防 除手段 は被害管理方法 と してほ とん ど望
まれてい なか った。
以上 の ことか ら、平成年代 に入 ってか ら農作
物被害が急増 し、全県的 に発生す る ように なっ
たの は、農作物 転換 に よりイノ シシ、サルの好
む農作物が全県 的 に多 く作 られる ようにな った
とい う他県 で見 られる単純 な要因では な く、耕
作放棄地 の増加 、過疎化 に よる イノシシ、サ ル
の好適 な環境 の増加 、山林 開発 に よる好適生息
環境 の減 少、狩猟圧 の減少 などといった複合的
な要 因に よ り起 きている と考 え られた。そのた
め、今後 これ らの要 因 について さらに詳 しい調
査が必要 であ る。 また、山梨 県では、近年 まで
イノ シシやサ ルに よる農作物被害 を受 けていた
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農家 が少 なか ったため、今後 の管理 として 、手
続 き的 に面倒 な補償制度の確立や維持 管理が必
要 な電気柵 な どよ りもイノシシや サ ルの個体 数
を減 らす ことによ り、被害 のなか った以前 の状
態 に戻 したい と考 える農家が多 くな った と考 え
られ た。現在、 イノシシやサ ル による農作物被
害 が増加 しつづ けてい る現状 や有 害駆除 に よる
猟 師へ の負担 を考 える と、有害 鳥獣駆 除での個
体 数 管理 に よる被害対策 は将来 的 に さらに困難
に な る と考 え られる。 また,イ ノシ シやサ ル の
生 態学 的 な特質か ら、現在行 われて いる様 な個
体 数管 理 は直接 に被害 を減 らす ことにつ なが ら
な い。 被害発 生 の背 景 として 、放 棄地 の増 加 、
過 疎化 による鳥獣 の好適環境 の増 加 、山林 の 開
発 に よる生息環境 の減少 な どの土 地利用 に関す
る要 因 も挙げ られ るため、今後 の鳥獣害 の対策
には、 これ らの土地利用 を見直す とい う根 本 的
な対策 に加 え、被害 を未然 に防 ぐための防除対
策(電 気柵 、フェ ンス、網 などの物理的 な防除、
余剰 農作物や ごみ の適正 な処理 など)を 全県 的
に推 し進 めてい くことが必要で ある といえ る。
(2)本 年度 は、昨年度得 られた結 果 を確 認 す
るため さらに多 くの有害鳥獣駆除個体 を回収 し
た。その結 果、本年度 は合計23の有害鳥獣駆 除
個体 の提供 を受 け、京都大学霊長類研 究所 の協
力 を得 て ミ トコ ン ドリアDNAの 解 析 を行 な っ
てい る。現在 は県 内 には少 な くとも2タ イ プの
異 な ったDNAタ イプが存在 す る こ とが確 認 さ
れたが 、現 在は昨年 と異 なる地域 も含め試料 を
収 集 し、分析 中で ある。 また、東京 農工大学 農
学 部環境毒性 学研究室 との共 同研究 に より、 ニ
ホンザ ル体 内の微量元素蓄積 とその体 内分布 に
ついて明 らかに した。
(3)平 成lO年3月 に捕獲 した丹 波 山村 の メス
成獣1頭 、 オス成獣1頭 の追跡調査 を継続 して
行 った。 また、本年度新 たに南都留 郡西桂 町 に
おい て、 メス成獣2頭 、 オス成獣1頭 を捕 獲 し、
追跡調査 を開始 した。 ラ ジオ トラ ッキ ング に よ





















自然 浄化作用 を活 か した河川環境整備 の手法
を検 討 す るため 、河 川 内 に生育 す る水 生植 物
(マコモ)の 水 質浄化 機能 の定量 評価 を 目的 と
した。
研 究方法 と して、(1)マコモ の有無 が表流水
お よび土壌 間隙水中の栄養 塩量へ与 える影響 の
把握 、(2>マコモの刈 り取 りに よ り、生体 内 に
蓄 積 され た栄 養塩 量 の測 定 に よる 除去 量 の算
出、 の2つの調査か ら評価 を行 った。
調 査対 象地 は 甲府市 郊外 を流 れ る十郎 川 で 、
流 路 延長5.2km、流域 面積6km2の都市小 河 川で
あ る。 十郎川 はその流域 のほ とん どが市街化 調
整 区域 であ るため、生活雑排水 による汚濁負 荷
が非常 に高 い。加 えて上流部 の山裾 に広が る果
樹 園か らの肥料 の溶脱 も水質 に影響 を与 えてい
る と考 え られ る。生活環境 の保 全 に関す る環 境
基準 においてDラ ンクに属す る。
調査 区聞 は、 マコモの旺盛 な繁茂が見 られ る
中流 部の約60mに設定 した。 この区間 は堤防 を
蛇 籠 に よ り護岸 されている ものの、流路 は 自然
の 流れ となっている。調査期 間お よび測 定項 目
は、表 流水 は1997年9月か ら1998年8月の 月に
一 回、調査 区 間の上端 、中 間、下端 で採 水 し、
浮 遊物 質(SS)、pH、電気伝 導度(EC)、溶存
酸 素(DO)、 化学 的酸 素要求量(COD)、 ア ン
モ ニ ア性 窒 素(NH・)、全 窒素(T-N)、全 リン
(T-P)の8項目 を測定 した。土壌 間隙水 は夏期
(1998年7月、8月)と 冬 期(1998年11月)の2
回行 い 、調 査 区 間 をlm×1mの 区 画 に分 け、
流 速 、水深 お よびマ コモの植被 率 の測定 か ら環
境 条件 を分類 し、代 表 となる調査地点 を選定 し
採 水 した。環境 条件 はマ コモが生育可 能 な地点
34
(groupD、生 育 不 可 能 な 地 点(group2)に大 き
く分 け られ 、 さ ら にgroup1にお い て 、 実 際 マ コ
モ が 生 育 して い る地 点group且一a、生 育 して い な
い 地 点groupl-bの合 計3つ の 地 点 で 調 査 を 行 っ
た 。 測 定 項 目 はNH4、亜 硝 酸 性 窒 素(NO2)、 硝
酸 性 窒 素(NO3)、 リ ン酸 イ オ ン(PO4)の4項
目 を測 定 した。
マ コモ の 刈 り取 りは1998年8月 に4地 点 に お
い て行 い 、 単 位 面 積 当 りの 炭 素 、 窒 素 、 リ ンの
含 有 量 を測 定 した。
研 究成果
(1)表流水お よび土壌 間隙水の水質変動
表流水 の水 質についてマ コモ による水 質の変
化 はほ とん ど生 じなか った。土壌 間隙水 の水 質
ではgroup2よりもgmup1において栄養 塩濃度 が
高 い傾 向がみ られ た。
さらに、group1-aとgmupl-bを比 較す る と、夏
期 にお い てN(NH4,NH4+NO2+NO3)の1農度 が
group1-aでgmup1-bよりも明 らか に低 か った(U-
test,p<0.001)。冬期で はgroupl-aとgroup1-bがほ
ぼ同 じ値 で あ った。Pの 濃度 は各 地点 間で の違
い は小 さか った。Pに比 べNの 濃度 に違 い が見
られ たこ とには、土壌へ の吸着 とマ コモの吸 収
による ものの他 に、硝化 ・脱窒作 用の働 きが考
え られ る。
これ らの結果 か ら、grOup1はg【oup2に比べ て、
流速が遅 いため沈殿が起 こ りやす く、土壌 間隙
水 の栄養塩 濃度が高 い場所 であ り、マ コモ は河
川の なかで も栄養塩濃度 の高い地 点 に生育 す る
こ とが伺 え る。 さらにgroup1-aとgroup1-bの季
節 間変動 をみ る と、冬期 はgroupl-aとgroup1.b
が ほぼ同 じ値 を示 し、土壌 中 に蓄積 され る栄 養
塩量 は2グ ルー プ間 に大 きな差 は ない と考 え ら
れ る。 しか し、夏期 はgroupl-aで土壌 間隙 水 濃
度が低下す る。この ことはマコモの生育 に よ り、
生物活性 が高 ま り河 川土壌 中の栄 養塩 が減 少 す
る ことを示唆 している。そのため、 マ コモが 生
育す る こ とで効率 的な栄養塩の除去が行 わ れて
いる と推 測で きる。
(2)マ コモ の栄養塩含有率
マ コモの1㎡ あた りの吸収量 は年間 でN:21
～72gN/㎡、P:5～23gP!㎡と算 出 され た(表)。
この結 果、調査 区間全体 のマ コモの刈 り取 りに
よる栄 養塩 除去 量 は、N:3,7kgN、P:1.2kgP
とな る。 十郎 川平 地 部 の流路 面 積(約10,000
㎡)お よび、調 査区 間内 のマ コモの植被率(約
23%)か ら流 路全 体 にお いて除去 しうるNとP




tと見積 もられ る。 これ らか ら、マ コモ の吸収
のみ による浄化 を考 えた場合 、河川へ流 入す る
際 の栄養塩 除 去率 を94～98%または、 浄化槽
整備 による除去率 を80%まで あげなければ、マ
コモ を水 質改 善の主力 と して貢献 させ るこ とは
で きない。 しか しこの こ とは、流路面積10,000
㎡ あた りの 人 口が300人程 度 であれ ば栄 養塩 除
去 の効 果が充分 に期待で き、た とえば住居が散
在 している農村 部 な ど、大規模 下水処理施設 の
適用が困難 な地域へ の水 質浄化 対策 として有 用
で あ る こ と を示 して い る。
(3)ま とめ
Dマ コモ に よる水 質 浄化 機能 は、表 流水 よ り
む しろ土壌 間隙水 におい て顕 著であ る。
2)汚濁程 度 や適 用地域 とい った限定 条件 はあ
るもののマ コモ(水 生植物)が 水 質浄化 に果た
しうる有用性 を確認 した。
今後の課題 と して、汚濁負荷 の小 さな河 川に
お け る浄化 量 を調査 し、 水 質 や地域特 性 に規
定 され る、実際 の活用へ 向けた 自然浄化対策の
提案 が必 要 と考 え られ る。
また、水質浄 化モ デル試験 区間 を濁 川に設 け
てモ ニ タリング調査 を開始 した。 この施工思 想
は水 質浄化 だけ にに留 ま らず 、水辺生態系 の創
出や維持 を期待 し、水生植物が形成す る水辺 環
境の もつ さまざまな機能 を発揮 させ る ことを意
図 した河 川整備 手法であ る。 モニ タ リング調 査
の継続 に よ り効 果 を検証 してい くこ とで、 自然
浄化作用 を活 か した河川 ・水路整 備の指針が提
案で きる と考 え られ る。
表 マコモの栄養塩含有率 と推定吸収量



















































近 年 、南極 に オゾンホールが見 出 され、 これ
まで オ ゾ ン層 に よ り吸収 されて いた有 害 な紫外
線 が地表 まで到達 して来てい る。今 世紀 初 め よ
り、米 国や ヨー ロッパでは太陽紫外線 が皮膚癌
を誘発 す る ことはすで に報告 されていた。 その
後 、疫 学 的調査 や動物 実験 によ り、紫外線が発
癌 作 用 を もつ こ と、 さら に紫 外線B(UVB:
u且travioletlightB)が発癌 の主作用波長 である こ
とが 明 らか にされてい る。実際 、米 国、 カナ ダ
や オース トラ リアの 白人社会 では、過去 数十年
間 にお ける 日光曝露部 の 日光角 化症 、基底細 胞
癌 、有 棘細胞癌 、悪性黒色腫 は増 加の一途 をた
ど ってい る。
一 方 、健康 な 日本人 に も太 陽紫外 線 に よ り癌
が生 ず るこ とが報告 されたのは1960年代 初めで
あ る。 この調査 に よれ ば、表皮 メラニ ン色素が
多 い われ われ 日本 人の皮膚 では、 メラニ ンが有
害 な紫外 線 をある程度吸収 す るため 、 日光曝露
部皮 膚癌 発生率 は白人に比べ れ ば、 数十 分の一
か ら百分 の一程度 である。
しか し、近年 世界 の長寿 大国 となった 日本 で
は、高 齢者 の増加 に伴 い種 々の癌発 生率 が増加
してお り、皮膚癌 の発 生率 も増加傾 向 にある と
思 われ る。 このため、平 成10年度 にお いては、
山梨県 で の皮膚 癌発生 について実態 を調査す る
た め、 山梨 医科 大学 との共 同研究 と して 、昭和
58年開院以来 同大学 附属病 院 を訪れ た皮膚癌患




対象 は昭和58年開 院以来平 成10年 まで 山梨
医科大学附属病 院皮膚科 を訪 れ、手術 また は皮
膚 生検 にて皮膚 癌(日 光角化 症 、基底細 胞 癌 、
有 棘細 胞癌 、その他 の皮膚癌)と 診 断 された患
者 。
患 者 カルテを基に、性別 、年齢 、初診年 月 日、
初発 時年 齢、 疾患名 、発症 部位 、職業 、住 所 、




特 に 日光照射 との関係があ るとされて い る 日光
角化症90名、基底 細胞癌167名、有棘細 胞癌91
名 そ れ に悪 性 黒 色腫 を含 め たそ の他 の 皮 膚 癌
198名を対象 と した。男女比 に大 きな差 は認 め
られ なか った。 日光角化症 におい て、若干 女性
に多い傾 向があ った。
2)年度別患者 数
どの疾患 につい て も、特別 に増加傾 向 を示 し
てい るよ うな ものは認 め られ なか った。
3)受診時 年齢 お よび発症 時年齢
受診時 年齢 は30歳か ら100歳まで で、40歳代
が ピークであ った。20歳代か ら病変 を認 め てい
た患者 もあ り、長 い間病 変が放置 され た症 例 が
多 く見 られた。
4)発生部位
日光角 化症 は ほ とん ど顔面 と手 指 に初 症 し、
特 に頬 に出現頻度 が高か った。基 底細胞 癌 は顔
面、特 に眼周辺 と鼻 に多 く、有棘細胞癌 につ い
ては口唇 、頬 、鼻 の顔面 また手指 に多 く発症 し
ていた。
また、顔面 と前 腕、手背、指 を 日光 曝露 部 と
し、それ以外 を日光非曝露部 に分 けた場 合 、 日
光 角化症 、基底細胞癌 、有棘細胞癌 につい ては、
日光 曝露部 の皮膚 癌発生が圧倒的 に多 く、 そ の
他 の皮膚癌 と比べ て も有意 に 日光曝露部 発生 が
多か った。
5)職業 との関連性
日光角化症 、基底細胞癌 、有棘細胞癌 につ い
てはその他 の皮膚癌 に比べ て若干農業従 事 者 に
多い傾向が あったが、有 意差 とはな らなか った。
6)地域 との関連性
峡 南地域 か らの患 者が 多 い印象 を受 けた が、
地域 での皮 膚科関連病 院の有 無の条件 な どに差
が見 られ、解析 は困難 であった。
7)研究結果の総括
1983年か ら1998年まで に山梨医科大学附属病
院 を訪れ た皮 膚癌患 者546名、特 に 日光照 射 と
関連が ある とされている 日光角化症90名、基底
細胞癌167名、有棘細胞癌91名につい て カルテ
の記載 を基 に調査 を行 った。 いず れ も70歳代 に
ピー クがあ ったが、男女差 はな く、ここ15年で
明 らか な増加傾 向 を示す こ とはなか った。 しか
し、いずれ の疾患 も、顔面 や手背 などの 日光曝
露 部 に好発 してお り、他 の皮膚癌 と比較 して も、
その発症要 因 に日光照射が強 く関わ っている こ
とが推 測 された。職 業 との関連 につい ては、カ
ルテへ の記載が 少な くデ ー タと しては全 く不十
分 であ った。皮膚癌 発生 と地域 との関連 につい















受 診 年 度(年)
図 各疾患の年度別受診者数
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AmanjitSinghSandhu(地球 科 学 研 究 室)
Newlydevelopedmethodforagedetermining
usingbyfissiontrackinavolcanicglass
(火山 ガ ラ ス 中 の フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク に よ
る 地 球 科 学 試 料 の 年 代 決 定 に つ い て)
平成10年6月30日
宇野 忠(生 気 象学研 究室)
体温調節 の しくみ
平成10年7月21日
永井 正則(環 境 生理学研 究室)
「次期 プ ロジェク ト研 究のための フ ィージ ビ
















瀬子義幸(環 境 生化学研 究室)











本郷哲郎(人 類 生態学研 究室)
環境 条件 の異 なる地域 に居住 す るヒ ト集団の























プロジェク ト研 究 「富士 山周辺 における 自然
特性 に関す る研 究」 の進捗状況 とまとめ方に
ついて
39
2-3学 会活動 2-4外 部研究者等受け入れ状況
本郷哲郎 日本民族衛生学会評議員 ・編集委員 外国人研究者









宮崎忠 国:計 測 自動制御 学会 リモー トセ ンシ ン
グ部会幹事
永 井正則:日 本生理学会評議員 、 日本 自律神経
学会評議 員、 日本病態生理学会評議員 、 日本
生気 象学 会評議員、NeuroscienceLetter誌論 文
審査 員
瀬 子 義 幸:日 本薬 学 会JoumalofHea1血
Science編集 委員
柴 田政 章:日 本生理学会評議員 、 日本気 象学会
評議 員、第15回国際生物気 象学 会国際組織委
員、 国際生物気 象学誌人類生物気 象学分野編
集委 員長、AmericanJoumalofPhysiology誌査
読委 員、BrainResearch誌査 読委員
杉 田幹夫:日 本 リモー トセンシング学会編集 委員
ヨア キ ム ・ロ ー ト(JoachimRoth,PhD.)
生 気 象 学 研 究 室 、 ドイ ッ、 ギ ーセ ン大 学 、 助
教 授
平 成9年 】2月一平 成10年6月
アマ ン ジ ッ ト ・シ ン ・サ ン ドゥー(AmanjitSingh
Sandhu,Ph.D.)
地 球 科 学 研 究 室 、 イ ン ド、 グ ル ・ナ ナ ク ・デ





































浅川和 美,奥 村 百合 恵,和 田滋子,村 松 愛子,
石井 くみ子,田 丸早苗,菅 沼真 由美,永 井正則
(1998)清拭 に よる局所 循環促 進効 果 一皮 膚 の
表面温度 ・血流 の変化 か らと らえる一.看 護技
術,45,103-108.
長 谷 川 達 也,保 坂 仁 美,奥 野 智 史,中 室 克 彦,
瀬子 義幸(1998>セ レノ シ ス チ ン経 口投 与 マ ウ












今木 洋 大,泉 山茂 之,岩 丸 大 作,岡 田充 弘,岡
野美 佐 夫,蒲 谷 肇,小 金 沢 正 昭,白 井 啓,森 光
由樹(1998)関 東 甲信 越 にお け る ニ ホ ンザ ル の










学 心 理 学 研 究,20,9-18.
thefissiontrackageoftheUchiyamandBessho
Formations一.EarthScience,52,502-507.
輿水達 司(1998)くり返す地 球の温暖化現 象 一








北 原正彦(1998)富士 山北 麓の様 々な森林環境
にお け るチ ョウ類群 集 の種 多様 性.日 本環 境
動 物昆 虫学 会誌,10(1,2):11-29.
北原 正彦(1998)山梨の固有 な生物相,人 間の
活 動 と生 物多 様性.山 梨 県立 博物 館基 本構 想
報告 書,3,33.
北 原 正 彦(1998)肉食性 の チ ョウ,草原 にす む チ
ヨウ.甲州 昆 虫 同 好 会(編),す ば ら し き山 梨 の
虫 た ち,28-29,36-39.山梨 日 日新 聞 社,甲 府.
北 原 正 彦(1999)富士 山北 麓 に見 られ る環境
(森林)と 動物 相 の関係 一蝶類 の場 合 一.山 梨












輿水 達司(1998)釧路市 武佐 川1遺 跡 出土 黒 曜
石 片 の 原産 地.釧 路 市 武佐 川1遺 跡調 査 報 告
書,275-279。
輿 水 達 司,酒 井 陽 一,戸 村 健 児,大 下 一 政
(1998)地球 環 境 変 化 の 健 康 へ の 影 響 一地 球 科






宮 崎忠 国(1998)衛 星 デ ー タ に よる砂 漠 化 モ ニ
タ リ ン グ.地 理 月報,444,11-13.
宮 崎忠 国(1998)アフ リカの環境変化.高 等 学

















中野隆志(1999)父島(小 笠原 諸島)の 乾性低
木林 に生育す るアカテツお よびテ リハハ マボ ウ
の生育環境 の特性 の解 明 に関す る研 究.平 成10
年度森林総合研 究所委託研究成果報告書.
奥 野 智 史,長 谷 川 達 也,佐 谷 戸 安 好,中 室 克 彦
(1998)市販 健 康 食 品 の 金 属 元 素 含 有 量 一 セ レ
ン 錠 剤 中 セ レ ン の 存 在 形 態 一 ,Biomedical
ResearchonTraceElements,9,63-69.
奥 野 智 史,長 谷 川 達 也,中 室 克 彦(1998)セ レ
ノ メチ オ ニ ンお よ びセ レ ノエ チ オ ニ ンの 活 性 酸
素 産生 系 に及 ぼす 影響.BiomedicalResearchon
TraceElements,9,219-220.
関川清弘,小 泉博,木 部剛,小 林和彦,鞠 子茂
(1998)除草 の有無 が水 田雑草 の発生 消長 に与
える影響.玉 川大学農学部研 究報告,38,1-10.
瀬子 義幸(1998)地球 環境 変 化 の健 康 へ の影
響 一環境 生化 学 より一.地球環境,2,207-213.
柴 田政章(1999)熱中症の免疫機 能 にお よぼす
影響 一ウサ ギ動物 モデ ル を用 いての研 究 一平成
8-9年度 環 境庁 地球 環境 研 究総 合推 進費 終 了
報告 書,「地球 温 暖化 に よるア ジア太 平洋 地域








臼井信 男(1998)仮名 単語 の認知 におけ る全 体
的処理 の検討.心 理学研究,69,105412.
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長 谷 川 達也,保 坂仁美,奥 野智 史,中 室 克彦,
瀬子 義幸(1998)セレノシスチ ン経 口投与 マ ウ
スの 腎臓 にお けるセ レンの排泄経 路 に関す る検
討,第9回 日本微量元素学会,札 幌.
長 谷 川達 也,保 坂仁 美,瀬 子義幸,奥 野 智 史,
中室 克彦,高 橋幸 治(1999)セレノ シスチ ン経
口投与 マ ウスの腎臓 におけ るセ レンの代 謝機構









北 原正彦(1998)富士 山北 麓森林 地帯 におけ る






北 原正彦(1999)チョウ類 の近縁種 間 の幼 虫 の
潜 在食 性 幅 と分 布範 囲の 問の関係.第46回 日
本 生態学会大 会,松 本.
北原正彦(1999)山梨県の蝶相 につ いて.長 坂
町オオム ラサキセ ンター講演 会,長 坂.
小 林浩,輿 水 達司,門 西 恵,戸 村健 児(1998)
富 士 山麓 お よび 甲府盆 地 にお ける土壌 よ り水,
植 物へ の元 素移行.日 本 地下水 学会1998年春
季講演 会,東 京.




保 坂 仁 美,長 谷川 達 也,瀬 子 義 幸,高 橋 幸 治
(1999)マウス にお け るセ レノ シス チ ンの肝 な
らびに腎障害発現機構へ の活性 酸素 の寄 与.日
本薬 学 会第ll9年会,徳 島.
輿水 達司,門 西恵,小 林 浩,戸 村 健児(1998)
土壌 よ り水 お よび植 物へ の元 素移行 の地 域性.










輿水達 司,柴 田知 之,門 西恵,中 村文紀,中 川
博,保 坂 邦之(1998)富士五湖湖底 の音波探 査
お よび磁 気探査.日 本地 質学 会第105年学術 大
会,松 本.
輿水 達司(1998)くり返す地球の温暖化 現象 一
地球 温暖化 と富士 山周辺の気温変化.富 士 山 セ
ミナー,富 士山.
as
鞠子茂,木 部 剛,関 川清広,中 島浩 一,高 畑 賢
一,安 部 良子,小 泉博(1999)開放 型お よび閉
鎖 型 チ ャ ンバ ー を用 いた土壌 呼吸 の比較 測定,
第46回日本生態学会大会,松 本.
る低 減化.第33回 日本水環境学会,仙 台.
中野隆志(1998)地球温暖化 と植物.平 成10年





宮 崎忠 国(1998)地球環 境 の保全 を目指 して.
アネルバ環境 シンポ ジウム,鳴 沢 。
宮崎忠 国(1998)地球 環境 問題 を考 え る 一砂

















小 笠原 輝(1998)開発の はざ まで一霞 ヶ浦の漁
業 者の対応 一.日 本民俗 学会50周年 記念 第50
回年会,京 都.
門西 恵,輿 水 達 司,柴 田知之,河 西 学(1998)
ガ ラス ビー ド法蛍光X線 分析 による縄 文土 器片
の産地推 定の ための基礎研 究 一山梨 県釈迦 堂遺
跡 の場 合 一.日 本 文化 財 科学 会 第15回大 会,
千葉.
永 井正 則(1998)褐色 脂 肪細 胞機 能 の局 所修
飾.第7S会 日本生理学会大会,金 沢.
小 笠原 輝,佐 藤香織,本 郷哲郎(1998)人口の
経 時的 変動 か らみ た山梨県 の地域特 性 の把握.
第63回日本民族 衛生学会,松 江.
奥 野智史,長 谷 川達也,中 室 克彦(1998)セレ
ノメチ オニ ンお よび セ レノエ チオニ ンの活性酸
素産生系 に及 ぼす影響.第9回 日本 微量 元素学
会,札 幌.
永井正 則,和 田万紀,田 中昭子,吉 崎晶子,長
谷部 ヤエ(1998)香りに よる快 適感 とその生 理





中 室 克 彦,上 野 仁,奥 野 智 史,長 谷 川 達 也
(1998)変異原 性難 分解物 質 の オゾ ン処理 に よ
関川清広,中 島浩一,高 畑賢 一,木 部 剛,小 泉
博,武 井和 人,鞠 子茂(1999)樹園地(ブ ドウ















瀬子義 幸,長 谷 川達 也(1999)HPLC/ポス トカ
ラ ム反応 を利用 したSOD活性測定 の検討.日 本
薬 学会 第119年会,徳 島.
瀬 子 義 幸,長 谷 川達 也,内 海英 雄,井 村 伸 正
(1998)亜テ ル ル 酸 と還 元 型 グ ル タチ オ ン
(GSH)による活性 酸 素生 成:電子 ス ピ ン共 鳴
(ESR)を用 いた活性 酸素検 出お よび亜 セ レン














杉 田幹夫,宮 崎忠 国(1998)LANDSATTMに
よる山梨 県北部 山岳 地域 の環 境調査.日 本 リモ
ー トセ ンシング学会第25回学術講演 会,京 都.
田 中昭子,和 田万紀,永 井 正 則,長 谷 部 ヤ エ
(1998)運動 中 の循 環 反応 に及ぼす好 み の香 り
の影響.日 本生気象学会,札 幌.
戸 村健児,輿 水達司(1998)けい素等 の主成 分
元素 含有 量 に よる黒 曜石 の産地推 定.日 本 文
化財科学会第15回大 会,千 葉.
宇野忠,柴 田政章(1998)オリーブ下核細 胞 の










和 田万紀,永 井正則(1998)香りの嗜好 と気分
変動 一香 りの種類 と濃度が気分 の 自己評価 に与


































3-1環 境教育の実施 ・支援事業 3-1-2生 態観察園ガイ ドウォーク
県 民一 人ひ と りの環境 に配慮 した ライフス タ
イルの確立 や、地域 におけ る環境保 全活動 を支
援す るため、子 どもか ら大人 まで県 民誰 もが気
軽 に参 加 で きる環 境教 室 や各 種事 業 を実 施 し
た。
3-1-1環 境 学 習 室
(利用者 数12,928名内 自由見学 団体2,232名)
「環境 学習室」 を自由に訪 れ、個 別 に学 習 し
てい った個 人 ・家族 ・自由見学 団体 等の状況 を

















特 に入場 口 を設 け て い な
い ため に、正確 な人数 と
は言 い難 いが 、概 ね の利
用傾 向は判 断で きる。
利 用者 は 、大 型連 休 や
夏季 休業 中 な ど学校 が 休
みに なる時期 に集 中す る。
任 意 記述 の利 用 者 名簿 に
よれ ば特 に県外 の利 用 者
に この 傾 向 が 見 られ る。
冬 季(12～3月)の 利 用
者 の 減少 は 、道路 状 況 の
悪 化 と近 隣へ の観 光 目的
の来 県者 減 少 の影 響 に よ
る もの と考 え られ る。
(利用者 数624名)
本館 来所 者 に対 し、 自由参加で生態 観察 園 ・
自然観 察路 のス タ ッフ解説付 きガイ ドッアー を
実施 した。概要 は以下 に示す。
開催 日






来所す る学校 や 各種 団体 を対象 と して、生態
観察 園等 を利用 して 自然環境 の保 全の重 要性 を
考 え させ るほか 、水 ・大気 ・森林等 、 日常 生活
が原 因 とな っている地球規模 の環境 問題 につ い
て環境学 習室 ・研修室 を利用 し、地球規模 で考
え、 身の まわ りの ことか ら実践 してい くこ との
大切 さを学 習 させ る教 育 プ ログ ラム を実 施 し




















県 内 教 員 向 け研 修 会 や イ ン ター ネ ッ ト、 ニ ュ
ー ズ レ ター 、 チ ラ シ等 に よ り、当 事 業 の 周 知 が
図 られ て い る こ とか ら、 受 講 者 総 数 は 、 初 年 度








































学校利 用は遠足 や林 間学校 を利用 した小 学校
が依然 と して多いが 、林 間学 校の行 き帰 り等 を
利用す る中学校 の受講 も増 えた。
学校以外 の団体 では、育成 会や スポー ツクラ
ブ、行政 主体の青少年育 成事 業等 での子 どもた
ちの受 講 や 女性 団体 、PTAの学 習 会 が多 か っ
た。大 人向けの研修室 プ ログ ラムの利用 も14団
体 を数 えた。
県外へ もイ ンターネ ッ トや旅行代理店 か らの
情報 によって周知 され、受講団体が増 えている。
特 に県外学校 の利用 では修学 旅行 や新 入生 ガイ
ダンスで の受講が4、5月に集中す る傾 向が見 ら
れる。県 内の 学校 利 用は5、6月 お よび10月に
集 中す る こ とか ら、5月 の県 内外 の受 講学校 の
調整 、7、8月の学 校外利用 団体 の調整 等が必要
になって くるであ ろ う。
今 後更に周知 が進 み、特 に県外 の受講 団体数
は増加す る こ とが予想 され る。県民 の意識向上
とい う本 来の 目的 とは直接 合致 しないが、当館
は環境 庁 による 「総合環境 学習 ゾー ン ・モデ ル
事業」 の拠点施設 で もあ ることか ら、県外 団体
の受 け入れ もで きる限 り進めてい かねばな らな
い。その ため には、多人数 を短時 間で こなす学
習 プログラムが必 要であ る。多様 なニー ズに応
えるため に、一般 向けの プログラム も更 に充実
してい く必要が あ る。
3-1-4環 境 講 座
こども環境講座
身の まわ りの環境 を題材 と して、環境 の調査
等 、現状 の把 握や環境理解 の方法 を学習 させ る
ため、わか りやす い実験 ・実習 ・実 地見学 を取
り入れ た小 中学 生対 象の連 続講座 を実施 した。
受講者数 と内容 を以下 に示す。
第1期 「命 を うるおす水」
平成10年8/4,8118,8/25(受講者数34名)
水 と人間、そ して人間の活動 が水 に与 え る影
響 につ いて知 らせ る ことに よ り、 自分 を守 るた
め に水 を守 る必要 を意識 させ 、水 を守 るため に
は、現在 の生活様式 を改 め、破 壊 されつ つあ る
生態系 を保 全 しなければな らない こ とを学 ばせ
る。
第2期 「健 やかな大 気」
平成10年11/1,ll/8,11120(受講者 数36名 〉
物 質の燃焼 、温暖化物 質 な ど人 間生活 が大気
に与 える影響 や植物 の活動 による浄化 の働 きを
知 らせ る ことに より、 自分 の周 りの環境 を守 る
こ とが必 要であ る ことを認 識 させ、現在 の生活
様式 の変 革、お よび、生態 系 を保全 する ことの
意味 と必要性 につ いて学 ばせ る。
バ ー ドハ ウススペ シャル
平成10年11/28,29(受講 者数4名)
生 き物 とのふれ あい方な ど、 自然 と人 間 との
関係 において 「自然 と人 との共生」 をどの よう
に図ればいいのか 、 どの ような方法があ るのか
について野鳥 を対象 と して学ぶ と共 に、 自然 に
ふ れるために積極 的に行動す る姿勢 を育 てる。
第3期 「環境 にや さしい ライフス タイル」
平 成11年且/23,1!31,2/14(受講者数20名)
身の まわ りの物 の流 れ を再確 認 し、自分 の周
りの環境 を守 るため には生活ス タイルを変 える
ことが必 要で ある ことを認識 させ、現在 の生活
様式 の変 革の意味 と必 要性 について学 ばせ る。
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山梨環 境科学講座
自然 や人体 の仕組 み、環境 と人 の生活 との関
わ り、環境 問題 な どについての理解 を深 め 、 自
分 た ちの ライフス タイルや環境 に対 す るはた ら
きか けの 方法 につ いて考 え させ る事 を 目的 に、
科 学 的なデー タや知 見、研 究所の研 究成果 な ど
を取 り入れ、わか りやすい内容 で構 成 した県民
対 象の講座 を開催 した。
講 演 テーマ と講師 を以下 に示す。
第3回 平成10年715(受講者数26名)
テーマ:環 境 の変化 と私 たちの健康
「化学物 質の環境 内での動 きと毒性」
瀬子 義幸(環境生化学研究室)
「香 りが体 と心 に与 える効果」
臼井 信男(環境生理学研究室)




テーマ:都 市化 と生活環境 の変化
「宇宙か ら見た山梨の環境」
杉 田幹夫(環境計画学研究室)
「生活排 水 による水 の汚 れ と浄化」
藤咲雅明(緑地計画学研究室)
「地域 人口の変化 と生 活環境 の変化」
小 笠原 輝(人類生態学研究室)
第5回 平成10年1216(受講者数21名)
テ ーマ:山 梨の 自然 と環境




「チ ョウを通 して見た富士 の 自然」
北原正彦(動物生態学研究室)
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3-1-5環 境 観 察
身近 な環境調査(参 加校 数24校)
児童 ・生徒 の環境へ の興味 ・関心 を高 め るた
め、県 内各地 での ツバ メや トンボな ど身近 な生
物 を対 象 として、児童 ・生徒 に よる環境 調査 を
実施 した。
調査 結果 は掲 示用地図 な どに まとめて参加 校
に配 布 した り、広報紙や イ ンターネ ッ ト等 を通






第2回 「初夏 の吉 田タウ ンウ ォッチ ング」
平成10年5/10(参加者数25名)
地域 の都 市環境 や 自然環境 を実際 に歩 い てみ
た り、器具等 を使 って水質や大気 を計測 す る こ
とで、ふだ ん気付 か ない ことに気付 いた り、多
様 な考 えを認 め合った りす ることで よ りよい生
活環境 の創造 の第1歩 とす る。
第3回 「八 ヶ岳 の水」
平成10年8/9(参加者数39名)
川俣 渓谷 のハ イキ ング、長坂町の湧水 、 ビオ
トー プの観察 を通 して、八 ヶ岳南麓 の水 環境 に
つ いて学 ばせ 、長い年月 をかけ た自然生 態系 の
営 み と人の生 活 との関わ りを考 える。
第4回 「富士 山剣 丸尾 の秋」
平成10年10125(参加者数19名)
(平成10年10/18に計 画 したが台風 のため延期)
吉 田胎 内樹型 群周辺の森林の構造 ・土壌 の形
成過程 ・キ ノコ ・溶岩樹型や動物の痕跡 の観 察
を通 して、富士 山や 自然生態系の成 り立 ち につ
いて学 ばせ 、 自然環境保全 と人 の生活 との共 存
について考 える。
第5回 「河 口湖 の魚 と水鳥」
平成11年2〃(参加者 数20名)
(平成11年1/24に計 画 したが降雪 のため延期)
河 口湖畔 を歩 きなが ら、地引 き網 調査で魚類
の観 察 や 河 口湖 に飛 来 す る水 鳥 な どの観 察 を
し、同時 に湖 畔の ゴ ミや建物等 の人為的環境 を
観 るこ とで 、富 士五湖の 自然 と人間の生活 との
関わ りを考 える。
3-1-6イ ベ ン ト
「や まな し地 球 環 境 映 画会'98Part2」
平成10年1014.10.11.18.25(入場 者 数437名)
アー ス ビ ジ ョ ン組 織 委 員 会 主 催 地 球環 境 映像
祭 よ り優 秀作 品 を上 映 テ ーマ 「環境 と共 に
歩 む」
(協力 アー ス ビ ジ ョン組織 委 員 会)
山岳写真展
平成10年10/12～11129(入場者数2,652名)
県内外 の山岳 やそ こに生 きる動植 物の写真展
(協力 ぐる一ぷ山かが し)
企画展示
専 門家や愛好家 な どの写真 ・絵画等 の鑑賞 を
通 じ、 自然の美 しさや環境 の大切 さを伝 えるた
め に、ホー ルお よび研 修室 にお いて展示 や映画
会 を開催 した。主 な もの を以下 に示す。
「や まな し地球環境映画会'98Part1」
平成10年4/29,5/2～5(入場者数685名)
アース ビジ ョン組織 委員会主催 地球 環境 映像
祭 よ り優秀作 品 を上 映 テーマ 「こ どもと
子供 の心 を持 った大 人のため に」
(協力 アース ビジ ョン組織 委員会)
「富士北麓環境写真展」
平成10年6/27～7126(入場者数2,004名)
富士北麓 の7市 町村 の写真 コンテス ト優秀作
品展
(協力:忍野村 ・上 九一色村 ・河 口湖町 ・下部町 ・
下部 町観光協 会 ・鳴沢村 ・富士吉 田市 ・富士吉
田市観光協 会 ・山中湖村 ・山中湖村観 光協 会)
ボ タニ カル ・ア ー ト 「花 の 世 界」 展
平 成10年7128～8/30(入場 者3,385名)
細 密 植 物 画 に よ る絵 画 展
(協力 ボ タニ カル ・アー トの 会)
「富士北 麓 を中心 と した きの こ写真展」
平成10年915～1014(入場者数2,335名)
富士北麓 に見 られる きの この生態写真展




県民 の主体的 な環境 学習及 び環境保 全活動 の
展 開 を推 進す るため、「学習指 導者派遣」 「施 設
の提 供」 「資料 の提 供 」 「教材教 具 の貸 し出 し」
な ど、必要 な支援 を行 った。
エコロジー相談(相 談者12名)
環境 学習や環境保 全活動の 円滑 な実施 を支援













一部 と して、環境教室 や教 育事業 の紹 介 を兼 ね
なが らワー クシ ョップ的な研修会 を開催 した。
さらに地域 の農 業委 員や環境衛生委 員 、保健
衛 生担 当者 、各種 団体 の リーダーな どの研 修 と
して学習会 を実施 した。
3-4情 報提供事業
県民 の 自主 的 な実践活動 に役立 つ幅 広 い情 報
を収集 し、広報 紙 ・イ ンターネ ッ ト等様 々な メ
デ ィア を使 って提供 した。
3・3調 査 ・研究事業
環 境教 育 は扱 う内容の幅が広 く、 しか も、 こ
ど もか ら大 人 までそれぞれ の発 達段 階 に応 じて
その手法 が異 なる。 さらに、県 民一人 ひ と りの
主体 的な環境 保全 活動への動機付 け となる こと
が重 要 であ る。 こ うした ことを踏 まえ、効 果的
な環 境教 育の手法等 につい ての調査 、研 究 を行
った。
ニ ューズ レター
本研 究所 ニ ューズ レター に環境教 育部 門のペ
ー ジを作成 し、各種事業 の概 要 と成果 を紹 介 し
た。
イ ンターネッ ト
環境 教 育部 門に関す る情報提供 と してイ ン タ
ー ネ ッ ト上 にwebペー ジを作成 し、各種事 業の
概要 と成果 を紹介 している。
環境教育 に関する情報収集
環境 教育 の手法や プロ グラム、環境教 育教 材
につ いての調査 、研究 を行 った。主 な もの を以
下 に示 す。
・環境教育学会全 国大会(大 阪)参 加
平成10年5/23～25
・屋 久島環境文化研修 セ ンター
屋 久島環境文化村 セ ンター
平 成10年12/3～6
・名古屋市環境学習 セ ンター 平成11年1116
・東京 ガス環境エ ネルギー館 平成11年2/9
地球環境パ ー トナーシ ッププラザ
環 境学 習教材の作成 と実証
平 成9年 度作 成 した一般 県民 向 けの環境学 習
プ ログラム を来所 団体等 に対 して実施 し、実践
的 な検証 を行 った。
その結果 を踏 まえ、県民 が よ り興味 ・関心 を




児 童 ・生 徒 の理 科 離 れ の傾 向が み られ る中
で 、科 学 に対す る興味 を喚起す る とともに、環
境問題へ の関心 を高め て もらうため、研 究員18
名 を県 内高 等学校 に派遣 し、最先端 の研 究 内容
を交 えなが ら環境 問題 につい てわか りやす く講
義す る 「高校 生のための出張講義」を実施 した。
平成10年11月4日
都留 高校
「宇 宙か ら観 る地球 環境 ～衛星 リモ ー トセ ンシ
ング入門～」
杉 田幹夫(環 境計 画学研 究室)
平成10年12月11日
城西 高校
「社 会生 活 と環境 ～普段 の暮 ら しを見 つめ なお




「富士 山の地史 をめ ぐって」
輿水達司(地 球 科学研 究室)
平成10年5月20日
白根高校





「社 会生 活 と環境 ～普段 の暮 ら しを見 つ め なお







「なぜ 、今 、地 球環境 問題 か ～身近 な生 活環境
を考 える～」












一 般 書 51524冊
児 童 書 848冊
和書 参考図書 667冊

















資料整備 につ いては、研 究分 野の専 門書 、環
境 関連 の一般 ・児童 図書 、逐次刊行 物等 の収集
を行 うなかで、大 きな社会 問題 と もなってい る
環境 ホルモ ン、ダイ オキ シン関連の資料 につ い
て網羅 的 に収集 し、 コーナー を設け情報提供 を
行 った。
開設 当初 よ り、図書 の貸 出 を行 ってい る が、
平成11年2月か ら一般 向け雑誌 につい て もバ ッ
クナ ンバー の貸 出を開始 した。直接来所 で きな
い利用 者へ のサ ー ビス と して、引 き続 き、山梨
県 図書館情 報 ネ ッ トワー クへの情報提供 及 び公
共 図書館 を通 じての相互 貸借 を行 って きた が 、
新 しい 図書館 も含 め貸 出依頼 も増加 してい る。
また小 ・中学校 等 の授 業 での利 用 に対 して は
100冊、1ヶ月以内 の範囲で団体貸 出 を行 い、環
境学習 を支援 した。
AV資料 に関 して はCD-ROM資料 の点 数及 び
利用 とも増 えて いる ことか ら、CD-ROMチェ ン
ジ ャーを設 置 し、利用環境 の整備 に努 めた。
4-3ネ ッ トワ ー ク
4-2利 用状況

















研究所 の ネ ッ トワー クは次頁 の図 に示 す とお
り、本館LANと イ ンター ネ ット ・セ グメ ン ト
(1.S.)とに大 き く分か れ、 その間は フ ァイアー
ウ ォー ル(FW)に よって選択 的に分離 ・接 続
されて いる。本館LANは、環境情報 デー タベ ー
ス ・サ ーバ、学術情 報検索 用端 末、情報 閲覧用
端末、総務部 門の端末 な どか ら構成 され る。
LS.には、本館 に電子 メールサ ーバ 、DNSサ
ーバ、HTTPサー バ な どが置かれ、2つの棟 の間
に敷設 され た光 ケーブル を介 して研 究棟 の端 末
が接 続 され て い る。研 究所 のLS,を専 用 回線
(192kbps)で県庁1.S.に結 び、県庁LS.から専 用
回線(256kbps)経由で民 間の イ ンター ネ ッ ト
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イ ン タ ー ネ ッ ト 県 庁1,S.FW
専用 回線
〔256Kbp5) 専用回線 公衆回線
本 館LS.{192Kbps)(ISDN64kb殉 本 館 しAN
県庁LAN














































サ ー ビス プ ロバ イ ダ ー(InfoWeb)と接 続 して
お り 、 電 子 メ イ ル の 送 受 信 、WWW(World
WideWeb)閲覧 を は じめ 、種 々 の イ ン ター ネ ッ
トサ ー ビスが 利 用 可 能 で あ る。
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4-4イ ンターネッ トによる情報提供
研 究 所 の ネ ッ トワー ク を利 用 し研 究 所 内 に 設
置 したHTTPサ ー バ ー に よ りWWW情 報 提 供 サ
ー ビ ス を行 っ て い る。 ホ ー ム ペ ー ジ のURLは
httP:"www・yies・Prefyamanashijp/であ る。 サ ー ビ
ス 内容 は組織 紹 介 、 案 内 な どの研 究 所 の 概 要 に
加 え 、 ニ ュ ー ズ レ ター 、 山梨 日 日新 聞 「科 学 」
の ペ ー ジ、 環 境 教 育 、 や まな しの 環 境 等 の情 報
を 随 時 更 新 した。
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4-5環 境情報提供システム
山梨の環境 に関す る情報の コ ンピュ ー タに よ
る提供
(D自 然環境(自 然環境特性、大気 ・水 質、
地形 、気候 、土地分類、動物、植物)





(5)身近 な環境調査(自 然度調査:タ ンポポ、
ッバ メ、ギ ンヤ ンマ ・オニヤ ンマ の分布
季節 の訪 れ調査:ミ ン ミンゼ ミの初鳴 き、
ソメイ ヨシノの開花)
(6)環境科学研究所 の概要(ホ ームペ ージ)
4-6出 版物
山梨県環境科学研究所年報(第1号)
山梨 県環境 科学研 究所 環境教育 成果 集(第1
号)
山梨 県環境 科学研 究所 ニ ューズ レ ター(VoL2
No.1-Vo1.2No.4)
5交 流






















1疾 病率 ・死亡率 と気象 や気候 との関係
2室 内気候 と人 問生 活
3地 域気候 と人 間生 活
4環 境変動へ の適応 のメ カニズム
5環 境 一生物学 的 リズム と人間生活
6温 度環境 と人間の健康
7地 域環境 と人間生活




































































山 梨 県環 境 科学 研 究 所
〒403-0005山梨 県富士吉 田市上吉田字剣丸尾5597・1
電話=0555■72・6211
FAX:0555-72-6204
http://www.yies.pref.yamanashi.jp/
印刷 シノハラA&P
再生紙を使用しております
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